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六
章　

県
民
主
役
の
地
域
づ
く
り
と
多
文
化
共
生
社
会

第
一
節
　
民
に
よ
る
公
益
増
進
と
女
性
活
躍
の
時
代
へ

一　

震
災
一
〇
年
、
県
民
が
主
役
の
地
域
づ
く
り
へ

参
画
と
協
働
に
基

づ
く
地
域
づ
く
り

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
過
程
は
、
兵
庫
県
に
と
っ
て
県
民
主
体
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
へ
の
挑
戦
で
あ
っ
た
。
県
は
創
造
的
復
興
を
掲
げ
て
、
国
に
地
元
主
導
を
強
く
申
し
入
れ
、
同
時

に
多
様
な
県
民
の
参
画
と
協
動
に
よ
る
施
策
を
推
進
し
た
。

　
成
長
社
会
か
ら
成
熟
社
会
へ
、
そ
し
て
中
央
集
権
か
ら
地
方
分
権
へ
、
こ
の
国
の
在
り
方
は
緩
や
か
に
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
と
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
多
種
多
様
化
す
る
県
民
の
ニ
ー
ズ
に
ど
う
応
え
る
か
が
問
わ

れ
た
。

　
平
成
十
三
年
に
策
定
さ
れ
た
「
二
一
世
紀
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
改
め
て
県
民
主
役
・
地
域
主
導
の
自
立
的
な
地
域
づ
く
り

を
う
た
い
、
行
政
、
県
民
、
地
域
団
体
、
企
業
等
が
協
働
し
て
取
り
組
む
と
の
方
向
を
示
し
た
。
翌
十
四
年
十
二
月
に
制
定
さ
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れ
、
十
五
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
「
県
民
の
参
画
と
協
働
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
は
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
条
例
は
、
県
民
が
主
役
と
な
り
、
自
発
的
で
自
律
的
な
地
域
づ
く
り
活
動
の
広
が
り
を
県
と
し
て
支
援
す
る
「
地
域
づ
く
り

活
動
支
援
指
針
」（
以
下
、
指
針
）
と
、
県
民
と
県
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
県
民
の
立
場
か
ら
県
行
政
を
推
進

す
る
「
県
行
政
参
画
・
協
働
推
進
計
画
」（
以
下
、
推
進
計
画
）
の
策
定
を
定
め
る
。
指
針
に
は
地
域
づ
く
り
活
動
の
支
援
の
方

策
と
し
て
、
①
新
た
な
活
動
を
生
む
、
育
む
た
め
の
情
報
の
提
供
・
相
談
へ
の
対
応
、
多
世
代
の
参
画
の
促
進
、
人
材
の
確
保

等
、
②
活
動
を
高
め
、
支
え
る
た
め
の
、
既
存
施
設
を
活
用
し
た
身
近
な
活
動
拠
点
づ
く
り
の
支
援
、
財
政
基
盤
の
強
化
等
、

③
活
動
を
つ
な
ぎ
、
拡
げ
る
人
と
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
地
域
ぐ
る
み
・
地
域
固
有
の
取
り
組
み
の
支
援
、
中
間
支
援
機

能
を
持
つ
組
織
・
団
体
へ
の
支
援
等
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
推
進
計
画
の
方
向
に
は
、
県
が
情
報
を
①
分
か
り
や
す
く
迅
速
に

提
供
し
、
県
民
と
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
県
行
政
の
評
価
・
検
証
へ
の
県
民
参
画
を
促
進
す
る
、
②
県
民
提
案
の
具
体

的
取
り
組
み
を
推
進
し
県
民
と
知
恵
を
出
し
合
い
、
審
議
会
な
ど
へ
の
県
民
の
参
画
機
会
を
拡
充
す
る
、
③
多
様
な
協
働
を
展

開
・
拡
充
し
、
県
民
と
力
を
合
わ
せ
る
、
と
あ
る
。

　
平
成
十
八
年
度
は
参
画
と
協
働
に
関
連
し
、
五
六
八
の
施
策
が
実
施
さ
れ
た
。
指
針
・
推
進
計
画
は
そ
の
後
、
平
成
二
十
三

年
度
と
二
十
八
年
度
の
二
回
に
わ
た
り
改
正
さ
れ
た
。
平
成
二
十
三

年
度
に
は
、
地
域
間
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、
大
学
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
の
地
域
づ
く
り
へ
の
参
画
、
団
塊
の
世
代
の
参
加
促
進
方
策
、
県

と
市
町
の
役
割
の
明
確
化
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
平
成
二
十
八
年

度
に
は
、「
参
画
と
協
働
の
推
進
方
策
」
が
策
定
さ
れ
、
指
針
と
推

表 37　�参画と協働に関連
する施策数推移

年度 施策数
平成18
　　19
　　20
　　21
　　22
　　23
　　24
　　25
　　26
　　27
　　28
　　29
　　30

568
566
522
536
499
528
553
566
574
591
584
620
621

（『参画と協働関連施策の年
次報告』より作成）
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進
計
画
の
一
体
化
が
図
ら
れ
た
。

県
民
交
流
広
場

事
業
の
展
開

参
画
と
協
働
に
基
づ
く
具
体
的
事
業
の
一
つ
が
、
県
民
交
流
広
場
事
業
で
あ
る
。
事
業
は
、
住
民
組
織
に
よ

る
身
近
な
活
動
の
「
場
」（
拠
点
）
づ
く
り
と
活
動
の
充
実
へ
の
助
成
な
ど
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
二
年

の
準
備
期
間
を
経
て
、
平
成
十
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
小
学
校
区
を
対
象
に
、
原
則
と
し
て
一
つ
の
交
流
広
場

を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
広
場
が
設
け
ら
れ
る
地
元
は
、
自
治
会
な
ど
の
地
縁
組
織
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
地
域
推
進
員
会
を
設
置
し
、
拠
点
整
備
費
と
し
て
一
〇
〇
〇
万
円
、
お
お
む
ね
五
年
間
で
の
活
動
費
三
〇
〇
万
円
の
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
交
流
広
場
に
活
用
し
得
る
施
設
（
拠
点
）
に
は
、
児
童
数
の
減
少
で
余
裕
の
で
き
た
小
学
校
の
空
き

教
室
や
空
き
店
舗
な
ど
既
存
施
設
が
充
て
ら
れ
、
平
成
十
六
年
度
段
階
で
二
四
八
四
カ
所
あ
る
と
さ
れ
た
。

　
平
成
十
八
年
七
月
七
日
、県
民
交
流
広
場
の
本
格
実
施
を
前
に
、ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
（
神

戸
市
中
央
区
）
で
キ
ッ
ク
オ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
県
民
交
流
広
場
の
効
果

的
な
活
用
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
課
題
解
決
の
た
め
、
専
門
家
や
モ
デ
ル
地
区
の
リ
ー

ダ
ー
が
協
力
し
て
発
足
し
た
ば
か
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
応
援
隊
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
：Com

m
unity 

Assist Team

）
の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
し
、
モ
デ
ル
事
業
で
の
成
果
や
人
材
育
成
の
課
題

に
つ
い
て
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　
県
民
交
流
広
場
は
、
平
成
二
五
年
度
ま
で
に
順
次
開
設
さ
れ
、
最
終
的
に
七
二
八
校

区
に
設
け
ら
れ
た
。
開
始
時
に
想
定
し
た
八
二
八
校
区
に
対
し
、
実
施
率
は
、
八
七
・

九
％
で
あ
っ
た
。
但
馬
・
丹
波
両
県
民
局
管
内
の
市
町
の
全
校
区
に
設
け
ら
れ
た
一
方
、

写真 127　県民交流広場
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六
〇
％
程
度
の
実
施
率
に
留
ま
る
市
町
も
あ
っ
た
。
明
石
市
で
は
、

既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
の
改
修
に
充
て
ら
れ
活
用
さ

れ
た
。

　
平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
二
日
、
県
立
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ

ン
タ
ー
で
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
０
９
」
が

開
催
さ
れ
た
。
県
民
交
流
広
場
事
業
に
よ
り
培
わ
れ
た
人
と
人
の

つ
な
が
り
や
活
動
を
継
承
し
、
事
業
の
成
果
を
生
か
す
と
と
も
に
、

全
県
レ
ベ
ル
で
、
広
場
の
実
施
地
域
が
相
互
に
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
諸
課
題
を
共
有
し
、意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。ブ
ー

ス
展
示
の
ほ
か
、
広
場
関
係
者
同
士
に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
モ
デ

ル
的
な
活
動
を
し
て
い
る
広
場
の
顕
彰
が
行
わ
れ
、
県
民
交
流
広

場
の
関
係
者
な
ど
、
約
一
六
〇
〇
人
が
会
場
を
訪
れ
た
。

　
翌
年
の
第
二
回
大
会
も
同
じ
く
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
そ
の
後
も
会
場
を
変
更
し
な
が
ら
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
は
、「
ふ
る
さ

と
交
流
会
」
と
名
称
を
改
め
、
事
例
発
表
会
や
ブ
ー
ス
展
示
は
継
続
さ
れ
た
。

　
本
格
実
施
か
ら
二
年
が
経
過
し
た
平
成
二
十
年
度
に
行
わ
れ
た
実
施
地
区
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
県
民
交
流
広

場
事
業
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
評
価
を
す
る
割
合
は
八
一
％
で
あ
っ
た
。
県
民
交
流
広
場
で
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は
、
住
民
同
士
の
交
流
を
中
心
に
、
情
報

発
信
や
研
修
な
ど
学
び
を
得
る
拠
点
と
も

な
っ
て
い
る
。
五
年
後
の
平
成
二
十
五
年

度
の
調
査
で
は
、
県
民
交
流
広
場
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
つ

い
て
、「
大
い
に
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て

い
る
」
が
二
九
・
〇
％
、「
あ
る
程
度
活

性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」が
六
五・二
％

と
、
九
割
以
上
が
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
評
価
を
し
て
い
る
。

　
助
成
に
よ
り
活
動
拠
点
が
整
備
さ
れ
参
加
者
の
拡
大
や
住
民
の
関
心
が
高

ま
り
交
流
が
深
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
高
齢
化
や
人
材
不
足
に
加
え
、

活
動
費
助
成
が
終
了
し
た
後
、
住
民
の
関
心
の
低
下
や
同
じ
よ
う
な
活
動
内

容
の
繰
り
返
し
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
づ
く
り
活

動
応
援
事
業

平
成
十
五
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
地
域
活
動
団
体
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
」（
十
六
年
度
か
ら
は
「
地
域
づ
く
り
活
動
応
援

事
業
」）
も
参
画
と
協
働
に
基
づ
く
事
業
で
あ
る
。
事
業
で
は
県
民
局
単
位
で
、

表 38　県民交流広場の実施状況

年度
地区

平成
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 合計 全校区

数
実施校
区数

実施率
（％）

神戸 1 2 7 50 53 25 32 3 0 1 174 170 159 93.5
阪神南 1 2 10 12 17 16 15 9 6 7 95 94 74.5 79.3
阪神北 1 3 14 2 14 11 6 0 3 3 57 84 61 72.6
東播磨 1 3 6 10 9 8 10 8 4 2 61 76 69.5 91.4
北播磨 1 3 6 9 9 7 8 0 1 0 44 60 58 96.7
中播磨 1 3 14 18 11 4 14 3 0 0 68 89 76 85.4
西播磨 1 3 12 9 15 7 5 4 0 2 58 76 56 73.7
但馬 2 1 13 12 17 13 13 3 0 0 74 79 79 100.0
丹波 1 3 5 4 6 9 8 8 0 0 44 44 44 100.0
淡路 1 2 8 9 8 3 8 5 4 4 52 57 51 89.5
地区数 11 25 95 135 159 103 119 43 18 19 727 　 　 　

（『地域コミュニティ活性化のための取組事例集Ⅶ』より作成）

写真 128　地域コミュニティ・アワード 2009
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自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
地
縁
団
体
に
よ
る
、
地
域

を
良
く
す
る
取
組
を
募
集
、
助
成
す
る
。
ま
た
募
集
、

審
査
、
成
果
の
報
告
会
な
ど
を
、
県
民
局
単
位
に
設
け

た
「
こ
こ
ろ
豊
か
な
美
し
い
地
域
推
進
会
議
」
が
行
う
。

報
告
会
な
ど
を
通
し
、
取
り
組
ん
だ
内
容
を
参
加
す
る

団
体
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
地
域
活
動
団
体
が
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
で
の
活
動
の
継
続
性
を

は
か
る
と
と
も
に
、
同
会
議
が
担
っ
て
き
た
県
民
運
動
と
連
動
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
た
。

　
当
初
、
地
域
特
性
を
生
か
す
取
組
を
募
集
す
る
活
動
枠
と
、
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
各
圏
域
に
お
け
る
地
域
経
営

上
の
観
点
か
ら
県
民
局
長
が
特
に
指
定
す
る
テ
ー
マ
項
目
に
該
当
す
る
テ
ー
マ
枠
（
平
成
十
六
年
度
か
ら
は
市
町
域
を
超
え
る
取
組

や
拠
点
形
成
に
つ
い
て
の
広
域
活
動
枠
）
に
分
か
れ
、
助
成
額
は
前
者
は
五
〇
万
円
以
内
、
後
者
は
一
〇
〇
万
円
以
内
（
平
成
二
十

二
年
度
か
ら
五
〇
万
円
以
内
）
で
あ
っ
た
。
一
〇
県
民
局
に
、
一
律
に
一
〇
〇
〇
万
円
の
予
算
が
割
り
振
ら
れ
た
。

　
平
成
十
七
年
度
は
、
県
内
で
五
二
八
件
の
応
募
が
あ
り
、
四
六
六
件
に
助
成
が
行
わ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
沿
線
の
活
性
化

を
目
指
す
団
体
が
、
列
車
内
で
音
楽
を
演
奏
す
る
「
歌
声
列
車
」
を
同
線
で
走
ら
せ
た
活
動
（
平
成
二
十
年
度
、
東
播
磨
県
民
局
）、

空
き
家
の
活
用
サ
ー
ク
ル
が
地
域
住
民
や
地
元
高
校
生
と
協
動
し
、
ロ
ー
カ
ル
情
報
誌
を
編
集
発
行
す
る
取
組
（
二
十
三
年
度
、

丹
波
県
民
局
）、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る
認
知
症
予
防
の
講
座
の
開
催
（
二
十
七
年
度
、
神
戸
県
民
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
が
あ
り
、

地
縁
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
地
域
課
題
の
解
決
に
助
成
を
役
立
て
た
。

　
県
民
局
に
よ
り
柔
軟
な
対
応
も
行
わ
れ
て
お
り
、
一
件
当
た
り
の
助
成
金
額
も
県
民
局
ご
と
に
異
な
っ
た
。
募
集
も
地
域

表 39　�地域づくり活動応
援事業助成件数の
推移

年度 施策数
平成15
　　16
　　17
　　18
　　19
　　20
　　21
　　22
  　 23
　　24
　　25
　　26
　　27
　　28
　　29
　　30

506
478
466
448
410
314
249
259
241
232
257
272
237
253
271
262

（『地域づくり活動応援（パ
ワーアップ）事業の実施状
況について』他より作成）
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づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む
団
体
を
対
象
と
す
る
一
般
枠
と
、
年
度
ご
と
に
、

地
域
の
特
性
、
そ
の
時
々
の
課
題
を
踏
ま
え
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
募
集
す

る
特
別
枠
を
設
け
る
こ
と
も
で
き
た
。
西
播
磨
県
民
局
で
は
高
校
生
枠
を
設

け
、
管
内
の
高
等
学
校
生
徒
に
よ
る
地
域
活
動
の
支
援
を
実
施
し
た
。
阪
神

南
県
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
二
十
七
・
二
十
八
年
に
団
体
が
県
民
セ
ン
タ
ー

と
協
働
で
企
画
・
実
施
す
る
提
案
型
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
働
事
業
を
実
施
し

て
い
た
。

「
新
し
い
公

共
」
の
登
場

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
六
日
、
衆
議
院
本
会
議
で
の
所
信
表
明
演
説
で
鳩は

と
山や

ま
由ゆ

紀き

夫お

総
理
大
臣
は
「
新
し

い
公
共
と
は
、
人
を
支
え
る
と
い
う
役
割
を
、
官
と
言
わ
れ
る
人
た
ち
だ
け
が
担
う
の
で
は
な
く
、（
中
略
）

地
域
で
関
わ
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
一
人
一
人
に
も
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
社
会
全
体
と
し
て
応
援
し
よ
う
と
い
う
新

し
い
価
値
観
で
す
」
と
新
し
い
公
共
に
言
及
し
た
。
公
共
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
政
（
官
）
が
担
う
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
お
い

て
市
民
（
民
）
の
参
加
を
求
め
る
民
主
党
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も
掲
げ
た
「
官
か
ら
民
へ
」
を
高
ら
か
に
宣
言
し
た
。
翌
平
成

二
十
二
年
十
月
二
十
七
日
に
菅か
ん
直な

お
人と

内
閣
の
下
で
設
け
ら
れ
た
「
新
し
い
公
共
」
推
進
会
議
は
、
そ
の
担
い
手
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
を
位
置
づ
け
た
。
十
二
月
に
は
国
は
「
新
し
い
公
共
支
援
事
業
運
営
会
議
」
を
設
置
し
、
新
し
い
公
共
支
援
事
業
は
、
平
成

二
十
二
年
度
の
補
正
予
算
に
よ
り
措
置
さ
れ
た
八
七
・
五
億
円
を
各
都
道
府
県
に
交
付
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
、
行

政
と
の
協
働
で
取
り
組
む
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
、
事
業
期
間
は
二
年
間
と
定
め
ら
れ
た
。

　
平
成
二
十
三
年
二
月
の
「
新
し
い
公
共
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
る
と
、「
新
し
い
公
共
」
の
担

表 40　�地域づくり活動応援事業（県
民局別）

県民局名 平成17年度 平成27年度
神　戸
阪神南
阪神北
東播磨
北播磨
中播磨
西播磨
但　馬
丹　波
淡　路

52
35
47
54
71
62
27
39
42
37

18
 1
37
31
22
32
31
36
17
12

（『地域づくり活動応援（パワーアップ）
事業の実施状況について』他より作成）
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い
手
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
自
立
的
活
動
を
後
押
し
し
、
一
過
性
で
は
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

の
支
援
基
盤
が
継
続
、
発
展
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
人
材
・
仕
組
み
作
り
に
重

点
を
置
く
こ
と
と
さ
れ
た
。
主
た
る
事
業
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
基
盤
整
備
の
た
め

の
支
援
事
業
」「
寄
附
募
集
支
援
事
業
」「
新
し
い
公
共
の
場
づ
く
り
の
た
め
の
モ
デ
ル

事
業
」「
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
」
で
あ
る
。

　
内
閣
府
が
「
新
し
い
公
共
支
援
事
業
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
事
業
内
容
を
発
表
し
た

の
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
日
で
あ
っ
た
。
翌
十
一
日
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
、

県
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
経
験
を
踏
ま
え
支
援
体
制
を
整
え
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

平
成
二
十
二
年
度
の
補
正
予
算
に
よ
り
、
新
し
い
公
共
支
援
事
業
交
付
金
、
二
億
六
〇

〇
〇
万
円
の
受
け
皿
と
な
る
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
基
金
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
の
支
援
に
関
す
る
実
際
の
業
務
を
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
に
委
ね
た
。

な
お
、
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
、
宮
城
県
を

中
心
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
な
ど
を
主
体
的
に
支
援
し
て
お
り
、
被
災
地
支
援
は
地
域
づ
く
り
支
援
と
併
せ
、
そ
の
後

の
事
業
の
特
徴
と
な
る
。

〔
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
に
よ
る
事
業
の
推
進
〕

　
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
は
、平
成
十
四
年
度
か
ら
、阪
神・淡
路
大
震
災
復
興
基
金
及
び
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

基
金
を
、
十
七
年
度
か
ら
は
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
基
金
を
用
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
表
41
に
あ
る
よ
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う
に
参
画
と
協
働
を

推
進
す
る
観
点
か
ら
、

地
域
の
課
題
解
決
や

活
性
化
を
目
的
と
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

と
行
政
が
協
働
し
て

取
り
組
む
事
業
、
地

域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を

支
援
す
る
中
間
支
援

型
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

事
業
な
ど
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
の
活
動
を
持
続
し
、

質
の
向
上
を
図
る
た

め
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

プ
ラ
ザ
の
支
援
の
メ

ニ
ュ
ー
が
並
ぶ
。
そ

し
て
、
学
識
者
を
中

表 41　ひょうごボランタリー基金等による助成事業の変遷

事業名 平成 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
ボランティアグループ助成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
学生ボランタリー活動助成 〇 〇 〇 〇 〇
ボランティア活動支援拠点・
NPO等協働事業 〇 〇 〇 〇

一般経費助成※1 〇 〇
緊急課題対応助成、特定課題活
動支援 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

事務所借上経費助成※1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇※3 〇※3

特別活動経費助成※1 〇 〇
チャレンジ事業助成 〇 〇 〇 〇 〇
フロンティア事業助成 〇 〇※3 〇
NPOパワーアップ経費助成※2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
行政・ＮＰＯ協働事業助成※2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇※3 〇
企業・NPO協働事業助成、企業・
NPO協働奨励事業 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地域づくり活動ネットワーク支
援助成 〇 〇 〇 〇 〇 〇

インターン助成 〇 〇 〇 〇 〇
中間支援活動助成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ボランティア活動振興助成 〇 〇
スーパー NPO育成事業※4 〇 〇
NPO等カフェ運営事業※4 〇 〇
NPO等人材育成事業※4 〇 〇
地域づくり活動支援モデル事業 〇 〇
NPOイメージアップ作戦事業※5 〇 〇
※1 阪神・淡路大震災復興基金
※2 復興基金及びひょうごボランタリー基金
※3 過年度採択の継続分のみ対象。
※4 地域づくり活動基盤整備事業
※5 新しい公共寄附募集支援事業

（ひょうごボランタリープラザ運営協議会資料等より作成）
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心
と
す
る
審
査
会
を
設
け
、
公
平
な
審
査
を
経
て
、
こ
れ
ら
の
助
成
を
実
施
し
て
き
た
。
つ
ま
り
は
、
国
の
「
新
し
い
公
共
支

援
事
業
の
実
施
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
示
さ
れ
る
事
業
と
も
重
複
す
る
。
そ
こ
で
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
で
は
、
平

成
二
十
三
年
度
と
二
十
四
年
度
の
二
年
間
は
、
従
前
の
事
業
を
休
止
、
さ
ら
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
た
事
業
を
「
地
域
づ

く
り
活
動
基
盤
整
備
事
業
」「
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
モ
デ
ル
事
業
」「「
新
し
い
公
共
」
寄
附
募
集
支
援
事
業
」
に
再
編
し
実

施
し
た
。

　
地
域
づ
く
り
活
動
基
盤
整
備
事
業
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
基
盤
整
備
の
た
め
の
支
援
事
業
、

及
び
融
資
利
用
の
円
滑
化
の
た
め
の
支
援
事
業
に
対
応
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
団
体
が
、
活
動
を
持
続
す
る
上
で
、
運
営
・
経
営
を

支
え
る
中
間
支
援
組
織
に
注
目
、そ
の
取
組
の
支
援
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
行
う
も
の
で
あ
る
。従
前
よ
り
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

プ
ラ
ザ
が
実
施
し
て
き
た
中
間
支
援
活
動
助
成
と
関
連
さ
せ
た
。
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
モ
デ
ル
事
業
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

新
し
い
公
共
の
場
づ
く
り
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
に
対
応
し
、
公
共
的
領
域
に
お
け
る
活
動
を
担
う
意
欲
と
創
造
力
の
あ
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
と
県
、
市
町
が
協
働
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
先
進
的
な
取
組
と
な
る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
た
。
平
成
十
五
年
度
か

ら
の
行
政
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
働
事
業
助
成
の
延
長
上
に
あ
る
、
新
し
い
公
共
寄
附
募
集
支
援
事
業
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
や
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
（
企
業
や
個
人
に
働
き
か
け
活
動
資
金
の
寄
附
を
募
る
者
）
の
育
成
を
実
施
し
た
。
二
年
間
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
の
七
七
の
事
業
が
採
択
さ
れ
た
。

市
町
と
地
域

づ
く
り
活
動

地
域
づ
く
り
支
援
に
つ
い
て
の
県
施
策
が
一
定
の
成
果
を
収
め
る
中
、
住
民
に
最
も
身
近
で
自
治
会
を
所
管

す
る
市
町
で
も
地
域
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
県
が
先
導
し
、
地

域
課
題
を
解
決
し
活
性
化
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
主
体
と
行
政
の
連
携
を
促
進
す
る
施
策
も
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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住
民
の
参
画
と
協
働
の
推
進
を
う
た
う
条
例
を
制
定
し
て
い
る
市
町
は
二
二
で

あ
り
、
指
針
等
を
定
め
る
の
は
三
二
と
な
っ
て
い
る
（
平
成
三
十
年
度
）。
さ
ら
に

地
域
づ
く
り
活
動
を
財
政
的
に
支
援
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
地
域
包
括
交
付
金
制

度
を
有
す
る
市
町
は
一
九
市
町
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
課
題
解
決
の
た
め
の

活
動
へ
の
助
成
事
業
を
実
施
す
る
市
町
も
増
加
し
て
い
る
。

　
市
町
も
住
民
が
新
し
い
公
共
の
主
体
と
し
て
様
々
に
、
地
域
づ
く
り
や
参
画
と

協
働
に
関
わ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
県
民
意
識
調
査
の
結

果
で
は
、
過
去
一
年
間
で
地
域
活
動
に
参
加
を
し
て
い
る
と
の
回
答
は
、
む
し
ろ

減
少
傾
向
に
あ
る
。
震
災
か
ら
時
間
が
経
過
し
、
住
民
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
在

り
方
も
、
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

二　

女
性
活
躍
へ
の
期
待

ひ
ょ
う
ご
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
21
の
仕
上
げ

平
成
十
七
年
度
で
「
ひ
ょ
う
ご
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

21
」
の
前
期
実
施
計
画
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
県
は

前
期
計
画
で
の
成
果
や
課
題
を
整
理
し
、
広
く
県
民
の
意
見
も
盛
り
込
み
、
十
八

年
三
月
に
同
後
期
実
施
計
画
を
策
定
し
た
。

　
新
た
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
女
性
に
対
す
る
支
援
の
一
層
の
充
実
」「
地
域

表 42　県民意識調査の結果の推移

過去1年間の地域活動への参加状況（参加をしているとの回答） 平成22年度 平成26年度
ア 環境保全活動（自然保護・環境美化・リサイクルなど） 39.9 39.8
イ 子育て支援活動（子育て支援、託児ボランティアなど） 6.8 9.0
ウ  安全な生活のための活動（防犯、防災、消費生活、交通安全運動

など）
26.8 28.1

エ 福祉・保健活動（高齢者・障害者の生活支援、健康づくりなど） 16.9 19.0
オ  スポーツ・文化・芸術活動（同好会・サークル活動、伝統文化の

継承など）
27.2 26.9

カ まちづくり活動（地域のイベント、まちおこしなど） 46.8 36.1
キ 国際交流活動（日本にいる外国人の支援など） 4.1 3.2
ク 災害援助活動（支援物資の送付、災害発生時の救援など） 11.5 13.3

（第16回、第20回、第25回『県民意識調査報告書』より作成）

（％）
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活
動
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

の
取
り
組
み
の
一
層
の
推
進
」

「
子
育
て
支
援
の
一
層
の
充
実
」

「
Ｄ
Ｖ
対
策
の
一
層
の
充
実
」

「
生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
健
康

支
援
の
一
層
の
充
実
」「
高
齢

者
虐
待
防
止
の
一
層
の
充
実
」

「
防
災
・
災
害
復
興
へ
の
取
り

組
み
の
促
進
」
を
基
本
課
題
に

追
加
、
さ
ら
に
数
値
目
標
を
設

定
し
た
。
以
後
、
年
度
ご
と
に

重
点
と
す
る
課
題
を
見
直
し
な

が
ら
、「
ひ
ょ
う
ご
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
21
」
を
は
じ
め
と

す
る
県
の
各
種
計
画
の
目
標
達

成
を
目
指
し
た
。
平
成
二
十
年
度
に
は
、
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
が
、
翌
二
十
一
年
度
は
家
庭
生
活
、
地
域
社
会
へ

の
参
画
促
進
が
新
た
な
重
点
項
目
と
さ
れ
た
。

表 43　後期実施計画の数値目標と達成状況

項　　　目 目標
（目標年度）

平成22年度
達成状況

実績 達成率

県の審議会等医院の女性割合 ％ 33.3
（H22）

32.2
（H21）

96.7

再就業支援セミナー参加者数（累計） 人 2,200
（H22）

2,419
（H23.1末）

110.0

男女共同参画社会づくり協定締結事業所数 事業所 480
（H22）

728
（H23.1末）

151.7

男女共同参画推進員（企業・労組）設置数
男女共同参画推進員（地域）設置数 人

1,100
1,000

（H22）

1,883
1,039

（H23.1末）

188.3
103.9

農村女性の起業件数 件 260
（H22）

271
（H21）

104.2

まちの保健室開設数 箇所 537
（Ｈ21）

571
（H21）

106.3

まちの子育てひろば実施箇所数 箇所 1,663
（H21）

1,946
（H21）

117

一時・特定保育実施施設数 箇所 260
（H21）

383
（H21）

147.3

ファミリーサポートセンターの設置市町数 市町 25
（H21）

26
（H21）

104.0

保育所定員増加人数 人 3,300
（H21）

4,532
（H22.4）

137.3

事業所内保育施設の設置助成 箇所 10
（H21）

34
（H21）

340

DV一時保護委託先施設数 施設 20
（H21）

20
（H21）

100.0

特定不妊治療費の助成件数 件 1,800
（H21）

1,935
（H21）

107.5

（『新ひょうご男女共同参画プラン21』より作成）
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後
期
実
施
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
平
成
二
十
二
年
度
に
は
、
掲
げ
ら
れ
た
数
値
目
標
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
目
標
を
達
成

し
た
と
の
評
価
で
あ
っ
た
。

新
ひ
ょ
う
ご
男
女 

共
同
参
画
プ
ラ
ン
21

平
成
二
十
三
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
「
新
ひ
ょ
う
ご
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
21
」
は
、「
男
女
が
と
も

に
人
生
の
ど
の
時
期
に
お
い
て
も
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
次
の
よ
う
な
社
会
＝
男
女
参
画
社
会
を
目

指
し
ま
す
」
と
し
て
、
三
つ
の
社
会
像
を
挙
げ
た
。
す
な
わ
ち
①
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社

会
、
②
男
女
が
互
い
に
支
え
合
え
る
社
会
、
③
誰
も
が
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
、
で
あ
る
。
そ
し
て
、
取
り
組
む

重
点
課
題
を
小
規
模
世
帯
の
増
加
と
地
域
の
人
間
関
係
希
薄
化
へ
の
対
応
、配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
防
止
対
策
等
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
強
化
、
子
ど
も
や
若
者
の
自
立
支
援
等
を
掲
げ
た
。
少
子
化
に
伴
う
地
域
の
活
力
の
低
下
に
対
し
、
女
性
や

次
世
代
の
、
一
層
の
経
済
・
社
会
へ
の
参
画
を
進
め
る
こ
と
で
対
応
し
た
い
、
と
の
期
待
が
見
て
と
れ
る
。

　
最
も
重
視
さ
れ
た
取
組
は
、
女
性
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
で
あ
り
、
ひ
ょ
う
ご
女
性
再
就
業
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
出

産
・
子
育
て
で
、
離
職
し
た
女
性
を
対
象
に
、
情
報
の
提
供
、
相
談
、
訓
練
な
ど
の
再
就
業
を
支
援
す
る
取
組
に
重
点
が
置
か

れ
た
。
女
性
就
業
率
が
平
成
二
十
二
年
の
国
勢
調
査
で
四
四
・
二
％
と
全
国
四
四
位
に
あ
る
県
の
実
態
も
背
景
に
あ
っ
た
。
仕

事
と
生
活
の
両
立
支
援
で
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
を
目
指
し
、
ひ
ょ
う
ご
仕
事
と
生
活
セ
ン
タ
ー
事
業
の

拡
充
や
、
男
性
の
家
事
・
育
児
の
促
進
に
取
り
組
む
。
互
い
に
支
え
合
う
家
庭
と
地
域
づ
く
り
で
は
、
ひ
ょ
う
ご
家
庭
応
援
県

民
運
動
の
展
開
や
男
女
共
同
参
画
推
進
員
の
活
動
支
援
の
ほ
か
、
Ｄ
Ｖ
防
止
や
児
童
虐
待
防
止
な
ど
の
取
組
も
な
さ
れ
た
。

　
「
新
ひ
ょ
う
ご
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
21
」
の
期
間
を
通
し
、
女
性
の
経
済
社
会
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
環
境
づ
く
り
を
両

立
支
援
も
含
め
、
家
庭
と
地
域
で
の
男
女
共
同
参
画
に
よ
り
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
平
成
二
十
八
年
三
月
末
時
点
で
の
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表 44　兵庫県男女共同参画計画における取組項目

新ひょうご男女共同参画プラン21 ひょうご男女いきいきプラン2020 ひょうご男女いきいきプラン2025

柱 アクション 重点目標 推進項目 重点目標 推進項目

Ⅰ

互いに支え
合う家庭と
地域づくり
～ “おかげ
さ ま”を つ
なぐ

1 家族・家庭の育児
や介護等を支える

Ⅰ すべての女
性の活躍

1 あらゆる分野への
女性の参画拡大

1
女性の活躍
と兵庫への
定着の推進

1 あらゆる分野への
女性の参画拡大

2 男女共同参画で進
める地域づくり 2 女性の能力発揮の

促進と環境整備 2 女性の能力発揮の
促進と環境整備

Ⅱ
女性たちの
チャレンジ
支援

3 女性たちのエンパ
ワーメント 3

農林水産業や商工
業等自営業におけ
る女性の参画拡大

3 兵庫への定着の推
進

4 女性たちの社会へ
の参画拡大

Ⅱ 仕事と生活
の両立支援

4
男性の働き方の見
直しと家庭・地域
活動への参画促進

2

男 性 の 家
庭・地域へ
の参画と働
き方の見直
し

4 男性の家庭・地域
活動への参画促進

Ⅲ 仕事と生活
の両立支援

5
仕事と生活が両立
できる職場環境づ
くり

5 ワーク・ライフ・
バランスの推進 5

長時間労働を前提
とした働き方の見
直し

6
農林水産業や商工
業等自営業におけ
る男女共同参画

6 地域ぐるみの家庭
支援体制の充実

3
ワーク・ラ
イフ・バラ
ンスの推進

6
仕事と生活を両立
できる職場環境づ
くり

7 男性にとっての男
女共同参画

Ⅲ
互いに支え
合う家庭と
地域

7  地域における男
女共同参画の推進 7

働きやすく働きが
いのある環境づく
り

Ⅳ

健やかに安
心して暮ら
せる環境の
整備

8 生涯にわたる男女
の健康づくり 8

男女共同参画の視
点に立った防災体
制の推進

4
互いに支え
合う家庭と
地域

8 地域ぐるみの家庭
支援体制の充実

9
暴力の根絶と、暮
らしのセーフティ
ネット

Ⅳ
安心して生
活できる環
境の整備

9 生涯にわたる男女
の健康対策 9 地域における男女

共同参画の推進

10
誰もが安心して暮
らせるユニバーサ
ル社会づくり

10 生活のセーフティ
ネット 10

男女共同参画の視
点に立った防災体
制の推進

Ⅴ 次世代への
継承

11 若者たちの就労と
出会いの支援 11

多様な人々が安心
して生活できる環
境の整備

5
安心して生
活できる環
境の整備

11 生涯にわたる健康
対策

12
多様な選択を可能
にする、子どもた
ちの教育・学習

Ⅴ 次世代への
継承

12 若者の就労と出会
いの支援 12 生活のセーフティ

ネット

13 多様な選択を可能
にする教育・学習 13

多様な人々が安心
して生活できる環
境の整備

6 次世代への
継承

14
若者の就労や社会
参加と出会いの支
援

15 多様な選択を可能
にする教育・学習

（『新ひょうご男女共同参画プラン21』（平成23年3月）、『ひょうご男女いきいきプラン2020』（平成28年3月）、
『ひょうご男女いきいきプラン2025』（令和3年3月）より作成）
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「
新
ひ
ょ
う
ご
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
21
」
の
数
値
目
標
の
達
成
率
は
、
男
女
共
同

参
画
推
進
員
（
地
域
）
設
置
数
で
六
一
・
七
％
で
あ
る
な
ど
、
地
域
で
の
男
女
共
同

参
画
の
実
現
に
は
時
間
を
要
す
る
実
態
も
浮
か
び
上
が
っ
た
。
こ
こ
で
、
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
平
成
二
十
六
年
九
月
に
行
わ
れ
た
県
民
モ
ニ
タ
ー
調
査
結
果
を
挙
げ

る
。（　
）
内
は
、
二
十
一
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
調
査
の
結
果
で
あ
る
。
男
女
の

地
位
に
つ
い
て
、
家
庭
生
活
で
は
七
七・三
（
六
八・三
）
％
、
地
域
活
動
で
は
七
三・

〇
（
四
九
・
一
％
）、
職
場
で
は
八
五
・
三
（
七
六
・
八
）
％
、
そ
し
て
政
治
（
政
策
決
定
）

の
場
で
は
七
九
・
八
（
七
二
・
六
）
％
、
慣
習
・
し
き
た
り
な
ど
で
は
八
六
・
八
％
（
八

六
・
〇
）
が
男
性
が
優
遇
と
の
回
答
で
あ
り
、
意
識
の
上
で
も
男
女
共
同
参
画
が
実

現
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ひ
ょ
う
ご
男
女
い
き 

い
き
プ
ラ
ン
２
０
２
０

平
成
二
十
八
年
三
月
、
第
三
次
兵
庫
県
男
女
共
同
参
画
計
画
と
な
る
「
ひ
ょ
う
ご
男
女
い
き
い
き
プ

ラ
ン
２
０
２
０
」
が
策
定
さ
れ
た
。「
新
ひ
ょ
う
ご
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
21
」
を
引
き
継
ぎ
、
目

指
す
社
会
と
し
て
、「
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
」「
男
女
が
互
い
に
支
え
合
え
る
社
会
」「
誰

も
が
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
」
を
掲
げ
た
。
重
点
目
標
は
、
①
す
べ
て
の
女
性
の
活
躍
、
②
仕
事
と
生
活
の
両
立

支
援
、
③
互
い
に
支
え
合
う
家
庭
と
地
域
、
④
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
の
整
備
、
⑤
次
世
代
へ
の
継
承
で
あ
り
、
女
性
活

躍
が
重
視
さ
れ
た
。
計
画
に
は
一
三
の
推
進
項
目
が
あ
り
、
二
六
の
数
値
目
標
も
掲
げ
ら
れ
た
。
女
性
活
躍
推
進
セ
ン
タ
ー
の

設
置
（
平
成
二
十
八
年
度
）、
も
の
づ
く
り
分
野
に
お
け
る
女
性
就
業
の
促
進
（
三
十
年
度
）
な
ど
新
規
事
業
の
ほ
か
多
く
の
取
組

表 45　県民モニター調査結果

回答
項目

「社会全体でみた男女の地位
について」
男性優位 女性優位 平等

慣習・しきたり
職場
政治
家庭生活
地域活動
法律・制度
学校教育

86.8
85.3
79.8
77.3
73.0
55.2
38.5

2.6
2.9
3.1

13.2
11.3
9.1

12.4

5.3
6.8

11.2
4.8
8.0

25.1
37.4

（県民モニター「第3回アンケート調査」（平成26年9月）
より作成）

（％）
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が
、
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

県
の
率
先
行
動

計
画
そ
の
後

平
成
十
四
年
十
月
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
条
例

が
施
行
さ
れ
て
半
年
後
、
十
五
年
五
月
に
「
男
女
共
同

参
画
兵
庫
県
率
先
行
動
計
画
―
ひ
ょ
う
ご
ア
ク
シ
ョ
ン
８
」
が
策
定
さ
れ

た
。
県
を
モ
デ
ル
と
す
る
男
女
共
同
参
画
計
画
で
あ
り
、
数
値
目
標
が
設

定
さ
れ
た
。
三
つ
の
柱
と
し
て
「
女
性
が
活
躍
で
き
る
場
の
拡
大
」「
職

員
一
人
ひ
と
り
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
」「
家
庭
・
地

域
生
活
と
職
場
生
活
の
両
立
推
進
」
を
掲
げ
た
。「
政
策
・
方
針
決
定
過

程
へ
の
女
性
の
参
画
の
促
進
に
つ
い
て
国
が
率
先
し
て
取
組
を
進
め
る
」

と
し
た
国
の
「
第
二
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
の
二
年
以
上
も
前
の

こ
と
で
あ
る
。

　
計
画
の
最
終
年
度
の
平
成
十
七
年
度
末
ま
で
に
、
県
審
議
会
等
の
女
性

委
員
割
合
三
〇
・
〇
％
、
行
政
職
新
規
役
付
職
員
の
女
性
比
率
、
一
五
・
〇
％
を
達
成
し
た
（
十
四
年
度
は
六
・
九
％
）。
し
か
し
、

管
理
職
（
教
職
員
を
除
く
）
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
三
・
六
％
と
全
国
平
均
の
四
・
八
％
を
下
回
っ
て
、
全
国
第
二
九
位
に
あ

り
、そ
の
割
合
を
計
画
的
に
高
め
て
い
く
こ
と
や
、女
性
職
員
を
対
象
と
す
る
意
識
啓
発
を
進
め
る
こ
と
な
ど
も
必
要
で
あ
っ
た
。

　
平
成
十
八
年
策
定
の
「
第
二
次
行
動
計
画
」
で
は
、
子
育
て
支
援
の
職
場
づ
く
り
や
男
女
を
問
わ
ず
、
働
き
方
の
見
直
し
な

ど
が
取
組
と
し
て
追
加
さ
れ
た
。
平
成
二
十
一
年
の
「
第
三
次
行
動
計
画
」
は
、
意
思
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
や
、「
職

写真 129　�ひょうご男女いきい
きプラン 2020

写真 130　�男女共同参画兵庫県
率先行動計画─ひょ
うごアクション 8─
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員
の
子
育
て
支
援
に
関
す
る
条
例
」（
二
十
一
年
四
月
施
行
）
に
関
す
る
男
性
職
員
の
育
児
休
業
制
度
の
周
知
徹
底
、
育
児
・
介

護
に
関
す
る
研
修
の
実
施
な
ど
が
組
み
込
ま
れ
た
。

　
平
成
二
十
四
年
の
「
第
四
次
行
動
計
画
」
で
は
東
日
本
大
震
災

の
経
験
か
ら
、
防
災
・
復
興
過
程
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
必

要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
こ
の
分
野
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進
が
加

わ
っ
た
。
こ
の
間
、
本
庁
に
お
い
て
女
性
職
員
が
い
な
い
課
室
は

平
成
二
十
年
の
二
二
件
か
ら
二
件
へ
と
減
少
、
行
政
職
新
規
管
理

職
の
女
性
割
合
は
七
・
五
％
か
ら
一
〇
・
〇
％
に
拡
大
し
た
。

　
平
成
二
十
七
年
の
「
第
五
次
行
動
計
画
」
は
同
時
に
「
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
に
お
け
る
特
定
事
業
主
行
動
計
画
で
も

あ
る
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
女
性
の

活
躍
と
子
育
て
支
援
は
一
体
的
に
取
り
組
む
べ
き
内
容
、
と
の
新

た
な
課
題
認
識
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
男
女
と
も
「
仕

事
に
」「
家
庭
に
」
活
躍
す
る
職
場
づ
く
り
」
と
い
う
基
本
理
念

を
初
め
て
掲
げ
た
。
ま
た
、
平
成
三
十
二
（
令
和
二
）
年
ま
で
に

達
成
す
べ
き
数
値
目
標
を
、
い
わ
ば
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
に
限
定
し
、

知
事
部
局
等
の
女
性
管
理
職
比
率
を
一
五
％
と
す
る
こ
と
、
育
児

表 46　県職員における男女共同参画の状況

項目 目標
％

目標終期 H27
％

H28
％

H29
％

H30
％

H31
％

採用者に占める女性割合 40.0 2022年4月 37.0 31.4 42.4 40.5 40.3
本庁課長相当職以上の職に占
める女性の割合 15.0 7.1 8.3 9.1 9.6 11.9

上記のうち本庁部局長相当職
に占める女性の割合 10.0 7.4 7.4 7.8 9.1 10.5

本庁副課長、班長・主幹相当
職に占める女性の割合 20.0 13.3 14.0 15.5 16.9 18.7

男性の育児休業の希望者の取
得率 100.0 2023年3月 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

対象者全体の男性の育児休業
の取得率 5程度 1.0 5.8 1.7 5.6 12.1

配偶者の出産補助休暇の取得
率 100.0 86.5 87.6 95.9 98.1 100.0

男性の育児参加休暇の取得率 100.0 49.0 62.8 69.4 72.2 88.7
（『男女共同参画兵庫県率先行動計画』より作成）
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休
業
、
配
偶
者
の
出
産
補
助
休
暇
、
男
性
の
育
児
参
加
休
暇
の
い
ず
れ
も
、
希
望
者
の
一
〇
〇
％
が
取
得
す
る
、
と
し
た
点
も

従
来
に
は
な
い
特
徴
で
あ
る
。
管
理
職
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
向
上
や
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
成
な
ど
、
民

間
の
経
営
を
意
識
し
た
取
組
内
容
も
新
た
に
導
入
さ
れ
た
。

　
職
員
の
意
識
調
査
で
は
「
管
理
職
に
非
常
に
、
ま
た
は
何
と
な
く
魅
力
を
感
じ
る
」
と
回
答
し
た
人
は
女
性
で
は
一
七
％
に

過
ぎ
ず
（
男
性
は
四
五
％
）、背
景
に
は
長
時
間
労
働
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
た
。
平
成
二
十
九
年
四
月
に
は
、「
超
過
勤
務
の
縮
減
」

「
子
育
て
・
介
護
と
仕
事
の
両
立
支
援
」「
働
き
や
す
い
職
場
の
実
現
」
を
三
本
柱
に
「
兵
庫
県
庁
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
取
組
宣
言
」
を
行
い
、
職
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
努
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
平
成
三
十
年
四
月
の
「
第
六
次
行
動
計
画
」
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
確
保
が
不
可
欠
と
の
立
場
か
ら
女
性
の
活
躍
の
推
進

が
重
要
と
し
、
家
事
や
育
児
を
女
性
ひ
と
り
が
担
う
ワ
ン
オ
ペ
育
児
な
ど
の
社
会
課
題
に
率
先
し
て
対
応
す
る
必
要
性
が
示
さ

れ
て
い
る
。
計
画
で
は
「
ひ
ょ
う
ご
男
女
い
き
い
き
プ
ラ
ン
２
０
２
０
」
を
踏
ま
え
、
基
本
理
念
を
「
男
女
と
も
い
き
い
き
と

生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
～
仕
事
、
家
庭
、
地
域
、
み
ん
な
大
事
～
」
と
し
、
重
点
目
標
に
は
、「
女
性
の
活
躍
と
キ
ャ
リ
ア

支
援
」「
働
き
や
す
い
職
場
の
実
現
」「
仕
事
と
生
活
の
両
立
」
を
置
い
た
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
実
現
と
女
性
活
躍

平
成
二
十
年
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界
的
な
景
気
後
退
が
生
じ
、
雇
用
を
取
り
巻
く
環

境
は
一
気
に
悪
化
、
女
性
の
雇
用
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
同
時
に
、
景
気
の
回
復
の
た
め

女
性
の
労
働
市
場
へ
の
一
層
の
参
加
を
促
す
こ
と
が
注
目
を
さ
れ
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
、
な
お
さ
ら
女
性
へ
の
期

待
が
集
ま
っ
た
。

　
兵
庫
県
に
お
け
る
女
性
の
就
業
状
況
を
振
り
返
る
。
表
47
は
事
業
所
・
企
業
統
計
、
及
び
経
済
セ
ン
サ
ス
の
調
査
結
果
か
ら
、
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表 47　兵庫県における産業区分別従業者の男女比率

区分
全産業 農林漁業 鉱業・建設業

・製造業
電気･ガス･熱供給･
水道業･情報通信･

運輸業
男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

平成8年 1,451,657
58.3%

1,038,513
41.7%

3,141
68.0%

1,479
32.0%

558,989
71.9%

218,775
28.1%

149,084
83.2%

30,104
16.8%

　　13 1,320,252
56.7%

1,009,609
43.3%

2,894
63.9%

1,633
36.1%

464,253
72.4%

177,240
27.6%

135,261
80.8%

32,057
19.2%

　　16
（民営）

1,116,969
55.8%

884,965
44.2%

2,536
68.2%

1,181
31.8%

416,500
72.6%

157,404
27.4%

118,548
80.3%

29,004
19.7%

　　18 1,274,972
55.8%

1,011,177
44.2%

3,699
71.1%

1,506
28.9%

414,751
73.2%

151,987
26.8%

131,698
80.9%

31,015
19.1%

　　21
（民営）

1,243,382
54.8%

1,026,054
45.2%

4,900
69.3%

2,168
30.7%

416,880
73.7%

148,920
26.3%

146,486
80.9%

34,547
19.1%

　　24
（民営）

1,171,704
53.9%

997,059
46.1%

5,150
72.1%

1,991
27.9%

393,513
73.3%

143,33
26.7%

134,468
80.7%

32,136
19.3%

　　26
（民営）

1,184,265
53.5%

1,028,727
46.5%

5,640
75.2%

1,857
24.8%

388,971
73.4%

140,470
26.6%

131,111
79.6%

33,526
20.4%

　　28
（民営）

1,166,889
53.0%

1,029,050
47.0%

5,151
71.4%

1,990
28.6%

377,861
73.4%

135,960
26.6%

126,118
80.0%

31,158
20.0%

区分
金融･保険業･

不動産業 卸売･小売業 サービス業

男性 女性 男性 女性 男性 女性

平成8年 56,127
50.3%

55,439
49.7%

269,214
49.3%

276,512
50.7%

415,102
47.6%

456,204
52.4%

　　13 50,034
51.9%

46,442
48.1%

248,486
48.4%

265,335
51.6%

419,324
46.3%

486,902
53.7%

　　16
（民営）

44,157
53.2%

38,793
46.8%

225,151
48.2%

241,788
51.8%

310,077
42.7%

416,795
57.3%

　　18 46,002
54.1%

38,968
45.9%

230,338
48.0%

249,555
52.0%

448,484
45.5%

538,146
54.5%

　　21
（民営）

57,377
53.7%

49,526
46.3%

238,668
48.2%

255,477
51.8%

379,071
41.4%

535,419
58.6%

　　24
（民営）

54,863
52.9%

48,529
47.1%

213,690
47.7%

233,460
52.3%

370,020
40.6%

537,604
59.4%

　　26
（民営）

53,258
51.9%

49,279
48.1%

217,406
47.5%

239,628
52.5%

387,879
40.7%

564,129
59.3%

　　28
（民営）

50,521
49.9%

50,381
50.1%

210,822
46.9%

237,469
53.1%

396,416
40.7%

572,092
59.3%

（「経済センサス」「事業所・企業統計調査」より作成）
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産
業
区
分
別
に
従
業
者
数
の
男
女
比
率
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
全
産
業
で
は
女
性
の
比
率
が
徐
々
に
上
昇
し
、
平
成
二
十
八

年
に
は
四
七
・
〇
％
と
な
っ
た
。
特
に
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
従
業
者
数
の
六
割
を
女
性
が
占
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
女
性
が
労
働
市
場
で
重
要
な
割
合
を
占
め
る
一
方
で
、
依
然
と
し
て
家
事
の
多
く
を
女
性
が
担
っ
て
お
り
、
生

活
時
間
と
労
働
時
間
と
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
問
わ
れ
た
。

　
内
閣
府
と
厚
生
労
働
省
は
、
平
成
十
九
年
、
官
民
で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
取
り
組
む
た
め
「
仕
事
と
生

活
の
調
和
推
進
官
民
ト
ッ
プ
会
議
」
を
開
催
、
十
二
月
に
は
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
）
憲
章
」「
仕

事
と
生
活
の
調
和
推
進
の
た
め
の
行
動
指
針
」
を
策
定
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
重
視
さ
れ
た
背
景
に
は
少
子
化
が
あ
る
。
二
一
世
紀
に
入
り
、
そ
れ
ま
で
長

く
安
定
的
に
推
移
し
て
き
た
完
結
出
生
児
数
（
夫
婦
の
最
終
的
な
平
均
出
生
子
ど
も
数
）
が
低
下
し
、
政
府
は
よ
り
危
機
感
を
強

め
た
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
は
少
子
化
対
策
の
一
環
で
も
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
は
少
子
化
と
労
働
の
二
つ

の
政
策
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
平
成
十
八
年
三
月
、
県
は
急
速
に
進
行
す
る
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
の
た
め
出
生
数
の
数
値
目
標
を
掲
げ
る
「
少
子
・
高
齢

社
会
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
ま
と
め
た
。
そ
の
中
で
「
現
役
世
代
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
生
活
の
実
現
（
仕
事
、
家
庭
、
地
域
社
会
）」

を
項
目
と
し
て
設
け
て
い
る
。
就
労
と
家
庭
だ
け
で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域
社
会
で
の
活
動
を
含
め
た
点
が
特
徴

的
で
あ
る
。
先
述
の
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
の
た
め
の
行
動
指
針
」
の
内
容
を
先
取
り
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
三
月
三
十

一
日
に
は
、
急
激
な
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
が
仕
事
と
生
活
を
調
和
さ
せ
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
生
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
兵
庫
を
目
指
し
て
、
連
合
兵
庫
、
県
経
営
者
協
会
、
兵
庫
県
の
三
者
に
よ
る
「
仕
事
と
生
活
の
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調
和
と
子
育
て
支
援
に
関
す
る
三
者
合
意
（
ひ
ょ
う
ご
子
ど
も
未
来
三
者
合
意
）」
を
締

結
し
た
。
こ
う
し
た
取
組
を
踏
ま
え
、
県
は
平
成
十
八
年
度
に
「
ひ
ょ
う
ご
子
ど
も

未
来
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
。

　
同
プ
ラ
ン
で
は
、「
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
向
け
た
職
場
環
境
づ
く
り
」「
子
育

て
を
し
な
が
ら
働
き
続
け
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
普
及
・
啓
発
」「
女
性
の
再
就
業

に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
」
と
い
っ
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
関
わ
る

取
組
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
ひ
ょ
う
ご
子
ど
も
未
来
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
後
述
）。

　
と
こ
ろ
で
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取
組
に
、
女
性
の
再
就
業
が
含
ま

れ
て
い
る
の
は
、
国
が
平
成
十
七
年
十
二
月
に
、
女
性
の
再
就
職
・
起
業
等
を
総
合

的
に
支
援
す
る
「
女
性
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
こ
と
が
影
響
を
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、「
経
済

財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
２
０
０
５
」
に
少
子
化
対
策
と
し
て
女
性
の
再
就
業
等
支
援
が
示
さ
れ
た
こ
と
に

基
づ
く
。
平
成
十
八
年
度
、
神
戸
市
を
含
む
全
国
一
二
都
市
に
子
育
て
女
性
へ
の
再
就
職
を
支
援
す
る
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
を
設
置
し
た
こ
と
も
含
ま
れ
る
。『
平
成
十
八
年
版　
男
女
共
同
参
画
白
書
』
で
、「
女
性
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
な
ど
を
進

め
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
安
心
と
喜
び
を
持
っ
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に

つ
な
が
り
、
少
子
化
対
策
と
し
て
も
有
効
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ひ
ょ
う
ご
子
ど
も
未
来

プ
ラ
ン
と
女
性
活
躍

「〝
す
こ
や
か
ひ
ょ
う
ご
〟
こ
ど
も
未
来
プ
ラ
ン
」
を
改
定
し
て
平
成
十
八
年
に
策
定
さ
れ
た
「
ひ
ょ

う
ご
子
ど
も
未
来
プ
ラ
ン
」
は
、
国
の
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」（
平
成
十
五
年
成
立
）
に

写真 131　�仕事と生活の調和と子育て支援に関
する三者合意（ひょうご仕事と生活
センター提供）
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定
め
ら
れ
た
県
の
行
動
計
画
で
あ
り
、
特
定
事
業
主
行
動
計
画
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

ひ
ょ
う
ご
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
は
、
再
就
業
の
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
幅
広
く
女

性
の
経
済
社
会
で
の
活
躍
の
支
援
を
行
う
事
業
で
あ
り「
ひ
ょ
う
ご
子
ど
も
未
来
プ
ラ
ン
」

の
取
組
で
あ
る
と
と
も
に
、
平
成
十
八
年
三
月
か
ら
の
「
ひ
ょ
う
ご
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
21
」
後
期
実
施
計
画
に
施
策
の
基
本
的
方
向
と
し
て
追
加
さ
れ
た
。

　
ま
ず
「
ひ
ょ
う
ご
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
ひ
ろ
ば
」
を
平
成
十
八
年
六
月
、
神
戸
市
中
央
区

の
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
し
た
。
出
産
、
育
児
な
ど
の
た
め
に
一
度
退

職
し
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
再
就
職
や
起
業
を
考
え
る
女
性
を
対
象
に
、
専
属
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
再
就
職
の
た
め
の
計
画
作
成
の
支
援
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
を
行
う
。
さ
ら
に

市
町
の
「
ひ
ろ
ば
」
開
設
も
支
援
、
七
月
の
尼
崎
市
を
皮
切
り
に
、
平
成
十
八
年
度
中
に
六
市
で
順
次
開
設
さ
れ
、
翌
十
九
年

度
ま
で
に
一
六
市
、
そ
し
て
平
成
三
〇
年
度
ま
で
に
二
三
の
市
に
設
置
さ
れ
た
。
平
成
十
八
年
度
の
「
ひ
ょ
う
ご
女
性
チ
ャ
レ

ン
ジ
ひ
ろ
ば
」
で
の
相
談
件
数
は
三
三
二
三
件
、
十
九
年
度
は
市
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ひ
ろ
ば
の
相
談
件
数
を
含
め
て
三
七
五
八
件
、

以
後
徐
々
に
増
加
し
、
二
十
三
年
度
は
六
五
六
八
件
の
相
談
を
受
け
付
け
た
。

　
「
ひ
ょ
う
ご
子
ど
も
未
来
プ
ラ
ン
」
は
平
成
二
十
二
年
三
月
に
改
定
さ
れ
、「
新
ひ
ょ
う
ご
子
ど
も
未
来
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ

れ
た
。「
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
支
援
す
る
こ
と
」
を
含
む
六
つ
の
柱
、
二
五
の
ア
ク
シ
ョ
ン
で
構
成
さ
れ
、
そ
こ
に
は
子

育
て
と
仕
事
が
両
立
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
と
子
育
て
世
代
女
性
を
対
象
と
す
る
再
就
業
へ
の
支
援
の
二
点
が
含
ま
れ
た
。

前
年
の
六
月
に
、
全
国
に
先
駆
け
て
兵
庫
県
中
央
労
働
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
た
「
ひ
ょ
う
ご
仕
事
と
生
活
セ
ン
タ
ー
」
は
、

写真 132　�ひめじ女性チャレンジひろば（神戸
新聞社提供）
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子
育
て
と
仕
事
が
両
立
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
、
専
門
団
体
を
活
用
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
相
談
実
践
支

援
を
特
徴
と
す
る
。
育
児
・
介
護
等
離
職
者
再
雇
用
助
成
事
業
は
、
育
児
・
介
護
等
を
理
由
に
離
職
し
た
者
が
、
元
の
職
場
で

再
び
継
続
的
な
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が
で
き
る
働
き
方
の
支
援
、
ま
た
再
就
業
・
在
宅
ワ
ー
ク
支
援
事
業
は
離
職
者
の
再
就
業
支

援
セ
ミ
ナ
ー
、
起
業
準
備
・
在
宅
ワ
ー
カ
ー
就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
内
容
で
あ
る
。

　
平
成
二
十
七
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
ひ
ょ
う
ご
子
ど
も
・
子
育
て
未
来
プ
ラ
ン
」
に
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
Ｗ

Ｌ
Ｂ
）
の
推
進
」「
女
性
の
多
様
な
働
き
方
支
援
」「
男
性
の
家
事
・
育
児
参
画
の
促
進
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
二
日
に「「
女
性
の
活
躍
促
進
に
よ
る
経
済
活
性
化
」行
動
計
画
～
働
く「
な
で
し
こ
」大
作
戦
～
」

が
発
表
さ
れ
た
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
女
性
の
起
業
・
創
業
促
進
や
地
域
農
業
経
営
へ
の
参
画
を
進
め
る
こ

と
な
ど
を
挙
げ
た
。

　
翌
年
六
月
、第
二
次
安あ

倍べ

晋し
ん
三ぞ

う
内
閣
が
掲
げ
た
三
本
の
矢
の
第
三
「
日
本
再
興
戦
略
─
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　
ｉ
ｓ　
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ
─
」

に
、
女
性
の
活
躍
推
進
を
掲
げ
、「
出
産
・
子
育
て
等
に
よ
る
離
職
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
指
導
的
地
位
に
占
め
る
女
性

の
割
合
の
増
加
を
図
り
、
女
性
の
中
に
眠
る
高
い
能
力
を
十
分
に
開
花
さ
せ
、
活
躍
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
成
長
戦
略

の
中
核
で
あ
る
」
と
記
載
さ
れ
た
。
女
性
の
活
躍
の
推
進
に
向
け
た
法
的
枠
組
み
の
検
討
が
始
ま
り
、
平
成
二
十
七
年
六
月
に

「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
制
定
、
九
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

　
法
が
制
定
さ
れ
た
翌
七
月
七
日
、
県
は
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
女
性
と
行
政
及
び
経
済
・
労
働
団
体
の
ト
ッ
プ
ら
で
構

成
す
る
「
ひ
ょ
う
ご
女
性
の
活
躍
推
進
会
議
」
を
発
足
さ
せ
た
。
ま
た
「
ひ
ょ
う
ご
女
性
の
活
躍
企
業
表
彰
」
制
度
を
創
設
し
、

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
八
日
に
六
社
の
表
彰
を
行
っ
た
。
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平
成
二
十
八
年
度
か
ら
は
、
ひ
ょ
う
ご
女
性
の
活
躍
推
進
事
業
と
し
て
、
企
業
へ
の
出
前
相
談
、
及
び
研
修
講
師
派
遣
や
育

休
復
帰
応
援
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
事
業
が
展
開
さ
れ
た
。
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
に
六
月
に
女
性
活
躍
推
進
セ
ン
タ
ー
を

設
置
、
ま
た
職
場
で
の
意
識
改
革
や
女
性
登
用
の
促
進
な
ど
に
つ
い
て
企
業
を
訪
問
し
相
談
に
応
じ
る
女
性
活
躍
推
進
専
門
員

三
名
を
置
い
た
。
出
前
相
談
の
件
数
は
、
平
成
二
十
八
年
度
は
八
九
社
、
研
修
講
師
派
遣
二
一
件
、
二
十
九
年
度
は
七
六
社
一

九
件
、
三
十
年
度
は
八
四
社
三
二
件
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
、「
女
性
就
業
い
き
い
き
応
援
事
業
」
と
し
て
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た

再
就
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー
や
起
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー
も
継
続
さ
れ
、
毎
年
五
〇
〇
人
以
上
の
受
講
者
が
学
ん
だ
。
産
業
労
働
部
の
事

業
で
あ
る
、
女
性
起
業
家
支
援
事
業
（
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
）
は
、
起
業
や
新
事
業
展
開
を
目
指
す
女
性
起
業
家
の
有
望
な
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
補
助
率
五
〇
％
で
、
一
〇
〇
万
円
以
内
の
補
助
を
行
う
も
の
で
、
二
十
七
年
度
に
は
対
象
を
二
〇

件
か
ら
三
〇
件
に
、
さ
ら
に
二
十
九
年
度
か
ら
は
六
〇
件
に
拡
大
し
た
。

三　

複
雑
化
・
多
様
化
す
る
消
費
者
問
題

　
郵
政
省
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
商
用
利
用
を
認
め
た
の
は
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
の
こ
と
。
以
後
、
誰
も
が
手
軽
に
利
用

で
き
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
普
及
や
通
信
回
線
の
高
速
化
に
よ
り
、
利
用
者
は
急
増
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
情
報
の
利
用
が

拡
大
す
る
中
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
、「
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
」
が
全
面
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

増
え
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
関
す
る
相
談

『
兵
庫
県
消
費
生
活
相
談
概
要
』
に
よ
る
と
、
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
関
連
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
消
費
相
談
は
、
平
成
十
八
年
度
は
二
九
二
〇
件
に
及
び
、
そ
の
内
容
は
、
電
子
メ
ー
ル
等
に
あ
る
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Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
一
度
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
一
方
的
に
多
額
の
料
金
の
請
求
を
さ
れ
る
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク

詐
欺
や
、
携
帯
電
話
機
の
販
売
で
途
中
解
約
を
申
し
出
た
際
に
高
額
を
請
求
さ
れ
る
問
題
な

ど
も
あ
っ
た
。
ま
た
小
・
中
・
高
生
な
ど
若
者
の
中
で
は
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
関
わ
る
苦
情
相
談
が
最
大
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
悪
質
業
者
に
よ
り
高
齢
者
が
騙
さ
れ
る
事
案
も
増
加
し
た
。
平
成
十
八
年
度
、

七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
の
相
談
・
苦
情
件
数
は
一
五
一
八
件
で
、
平
成
十
四
年
の
一
〇
一
四

件
の
一
・
五
倍
と
な
っ
た
。
一
度
購
入
し
た
消
費
者
に
次
々
に
契
約
を
迫
る
「
次
々
販
売
」、

点
検
と
称
し
て
訪
問
し
、
必
要
の
な
い
契
約
を
さ
せ
る
「
点
検
商
法
」、
日
用
品
を
無
料
配

布
し
て
断
り
に
く
く
す
る
な
ど
正
常
な
判
断
力
を
奪
っ
て
高
額
な
商
品
を
売
り
つ
け
る
「
催

眠
商
法
」
な
ど
、
騙
す
手
法
も
拡
大
、「
判
断
力
が
低
下
し
て
い
る
高
齢
者
を
狙
っ
て
契
約

さ
せ
る
悪
質
商
法
を
繰
り
返
す
業
者
も
多
い
」
と
さ
れ
た
。
高
齢
者
を
狙
う
ネ
ッ
ト
詐
欺
事

件
も
続
い
た
。

　
高
齢
者
の
被
害
の
拡
大
や
消
費
者
問
題
の
多
様
化
を
踏
ま
え
、
平
成
十
九
年
二
月
に
県
立

但
馬
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
に
「
但た
じ
ま馬
地
域
消
費
者
問
題
連
絡
会
議
」
が
、ま
た
九
月
に
は
「
淡

路
く
ら
し
の
安
全
・
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
が
淡
路
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
に
設
立
さ
れ

た
。
西
播は
り

磨ま

な
ど
他
の
県
民
局
の
所
管
す
る
エ
リ
ア
で
同
様
の
組
織
が
設
立
さ
れ
、
い
ず
れ

も
自
治
会
、
福
祉
団
体
な
ど
と
も
連
携
し
、
独
居
高
齢
者
の
見
守
り
や
啓
発
活
動
を
進
め
る

表 48　小・中・高校生の苦情相談件数の年度推移

区分 平成14年度 15 16 17 18

小・中・高校生
193 772 1,102 529 477

小 中 高 小 中 高 小 中 高 小 中 高 小 中 高
14 53 126 22 211 539 45 305 752 43 180 306 52 207 218

うち電話、
インターネット
関連

162 722 1,060 471 415
小 中 高 小 中 高 小 中 高 小 中 高 小 中 高
9 50 103 15 200 507 42 293 725 35 173 263 35 196 184

 （『消費生活相談概要』より作成）

（件）
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こ
と
と
な
っ
た
。

不
況
の
中
で
の

多
重
債
務
問
題

引
き
続
く
不
況
の
中
で
、消
費
者
金
融
に
関
わ
る
問
題
が
浮
上
し
て
い
た
。利
息
の
支
払
い
に
困
窮
す
る
ケ
ー

ス
や
、
複
数
の
業
者
か
ら
の
借
入
れ
が
膨
ら
み
多
重
債
務
を
抱
え
て
行
き
詰
ま
り
、
自
己
破
産
に
陥
る
こ
と

も
増
え
た
。
警
察
は
違
法
業
者
へ
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
た
。
し
か
し
、
借
り
手
を
救
う
こ
と
は
難
し
く
、
相
談
を
す
る
場

所
も
な
く
、
消
費
者
金
融
機
関
か
ら
の
取
立
て
を
苦
に
し
た
自
殺
も
あ
っ
た
。
し
か
も
、
生
命
保
険
金
を
返
済
に
充
て
る
「
命

を
担
保
」
と
し
た
契
約
を
結
ば
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
、
遺
族
を
苦
し
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
県
内
に
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ
ス
兵
庫
）
が
開
設
さ
れ
た
平
成
十
六
年
十
月
か
ら
翌
年
八
月
ま
で
に
寄
せ
ら
れ

た
五
二
八
〇
件
の
相
談
の
う
ち
、
半
数
が
多
重
債
務
に
関
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　
政
府
も
深
刻
化
す
る
多
重
債
務
問
題
を
放
置
し
て
は
お
け
ず
、
平
成
十
八
年
十
二
月
に
「
利
息
制
限
法
」「
貸
金
業
法
」「
出

資
の
受
入
れ
、
預
り
金
及
び
金
利
等
の
取
締
り
に
関
す
る
法
律
」
を
改
正
、
さ
ら
に
多
重
債
務
者
対
策
本
部
を
設
置
し
、
翌
年

四
月
に
、
相
談
窓
口
の
整
備・強
化
を
地
方
自
治
体
に
求
め
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
「
多
重
債
務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
策
定
し
た
。

　
平
成
十
九
年
度
か
ら
県
も
対
策
に
本
腰
を
入
れ
る
。
ま
ず
は
潜
在
化
し
て
い
る
多
重
債
務
者
を
一
四
カ
所
あ
る
さ
わ
や
か
県

民
相
談
窓
口
、
七
つ
の
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
等
に
置
い
た
消
費
生
活
相
談
窓
口
、
そ
し
て
一
〇
あ
る
県
民
局
で
の
消
費
者
金
融

相
談
窓
口
に
誘
導
す
る
こ
と
と
し
た
。
庁
内
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
や
広
報
、
担
当
者
研
修
を
進
め
、
九
月
に
は
県
の
関
係

部
局
や
県
民
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
、
教
育
委
員
会
、
県
警
、
県
内
各
市
町
の
ほ
か
、
弁
護
士
会
な
ど
で
構
成
す
る
「
兵
庫
県
多

重
債
務
者
対
策
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
十
二
月
十
日
か
ら
の
全
国
一
斉
多
重
債
務
者
相
談
ウ
ィ
ー
ク
で
は
、
県
内
二
九
会
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場
で
相
談
に
応
じ
る
な
ど
、
苦
し
む
多
重
債
務
者
の
掘
り
起
こ
し

に
も
注
力
し
た
。

　
平
成
十
九
年
度
の
上
半
期
、
県
内
七
カ
所
の
県
生
活
科
学
セ
ン

タ
ー
で
の
多
重
債
務
の
相
談
は
六
四
〇
件
で
、
前
年
同
期
の
約
三

倍
と
な
っ
た
。
対
策
に
よ
り
、
相
談
窓
口
が
周
知
さ
れ
た
こ
と
や
、

法
改
正
に
よ
り
い
わ
ゆ
る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
で
の
利
息
の
過
払

い
が
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
問
題
の
理
解
が
進
ん
だ
こ
と

も
一
因
と
言
わ
れ
た
。
県
・
市
町
の
相
談
受
付
件
数
は
平
成
二
十

年
度
上
半
期
だ
け
で
二
六
五
五
件
に
及
ん
だ
。
平
成
二
十
二
年
度
は
三
三
四
二
件
で
あ
る
が
、
こ
の
年
か
ら
改
正
貸
金
業
法
が

完
全
施
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
二
十
三
年
度
は
一
九
一
六
件
へ
と
急
減
、
さ
ら
に
二
十
四
年
度
は
一
五
六
二
件
、
そ
の
後
も

件
数
は
毎
年
減
少
、
三
十
年
度
は
七
〇
五
件
で
あ
っ
た
。

消
費
者
行
政
の
指
令
塔

─
消
費
者
庁
の
設
立

平
成
十
五
年
の
「
食
品
安
全
基
本
法
」
の
制
定
後
、
国
民
の
間
で
は
、
さ
ら
に
食
の
安
全
、
安
心
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
。
平
成
十
九
年
は
、
北
海
道
の
食
品
業
者
に
よ
る
食
肉
偽
装
事
件
や

賞
味
期
限
の
偽
装
な
ど
、
全
国
的
に
消
費
者
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
る
事
案
が
相
次
ぎ
、
年
末
に
発
生
し
た
中
国
産
冷
凍
ギ
ョ
ウ

ザ
の
食
中
毒
事
件
で
は
、
高た
か

砂さ
ご

市
の
一
家
族
を
含
む
三
家
族
一
〇
人
が
有
機
リ
ン
系
の
食
中
毒
で
入
院
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

中
華
人
民
共
和
国
か
ら
の
食
料
品
輸
入
の
拡
大
が
背
景
に
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
で
、
原
因
の

究
明
や
対
策
は
困
難
を
極
め
、
消
費
者
を
守
る
こ
と
の
難
し
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

写真 133　�多重債務問題について伝える県
広報誌
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ま
た
名
古
屋
市
に
本
社
を
置
く
パ
ロ
マ
工
業
の
室
内
湯
沸
か
し
器
の
動
作
不
良
を
原
因
と
す
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
事
件
で
は
、

長
年
、
死
亡
事
故
が
繰
り
返
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
へ
の
有
効
な
是
正
措
置
と
消
費
者
へ
の
通
知
が
十
分
に
行
わ
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
平
成
十
八
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
、
消
費
者
で
あ
る
国
民
の
安
全

を
守
り
、
消
費
者
問
題
を
解
決
す
る
に
は
省
庁
横
断
的
な
対
応
が
不
可
欠
と
の
認
識
が
持
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
九
日
に
消
費
者
庁
関
連
三
法
案
が
成
立
、
九
月
に
消
費
者
庁
が
設
置
さ
れ
た
。

兵
庫
県
に
お
け

る
消
費
者
行
政

消
費
者
庁
関
連
三
法
の
一
つ
と
し
て
制
定
さ
れ
た
「
消
費
者
安
全
法
」
は
、
消
費
生
活
相
談
を
住
民
に
身
近

な
市
町
村
の
事
務
と
明
確
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
都
道
府
県
に
義
務
づ

け
、
市
町
村
に
は
努
力
義
務
と
し
た
。
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
法
的
に
行
政
機
関
と
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
事
業
の
推
進
の

た
め
都
道
府
県
に
三
年
間
を
期
限
と
す
る
消
費
者
行
政
活
性
化
事
業
基
金
が
置
か
れ
、
国
は
平
成
二
十
年
度
の
補
正
予
算
に
よ

る
地
方
消
費
者
行
政
活
性
化
交
付
金
を
そ
の
財
源
と
し
て
拠
出
し
た
。

　
県
は
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
に
健
康
福
祉
部
に
新
た
に
生
活
消
費
局
を
設
置
、
そ
れ
ま
で
県
民
政
策
部
に
あ
っ
た
消
費
生

活
課
と
生
活
衛
生
課
の
二
課
を
配
置
し
た
。
消
費
生
活
課
が
消
費
者
行
政
を
担
い
、
生
活
衛
生
課
は
平
成
十
八
年
四
月
に
施
行

さ
れ
た
「
食
の
安
全
安
心
と
食
育
に
関
す
る
条
例
」
を
所
管
し
、
食
品
の
安
全
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
を
業
務
と
す
る
。
同
じ

四
月
一
日
に
は
知
事
を
本
部
長
と
す
る
「
兵
庫
県
消
費
者
行
政
推
進
本
部
」（
平
成
二
十
三
年
に
「
安
全
安
心
な
消
費
生
活
推
進
本
部
」

に
改
称
）
を
発
足
さ
せ
た
。

　
併
せ
て
設
置
さ
れ
た
消
費
者
行
政
活
性
化
事
業
基
金
を
活
用
し
、
初
年
度
と
な
る
平
成
二
十
一
年
度
に
県
と
市
町
の
共
通
事

業
に
一
億
円
、
県
事
業
に
一
・
二
三
億
円
、
市
町
事
業
に
二
・
七
七
億
円
が
使
わ
れ
た
。
そ
の
規
模
は
平
成
二
十
二
年
度
に
一
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三
・
七
億
円
、
二
十
三
年
度
は
一
四
・
七
億
円
と
な
り
、
二
十
四
年
度
ま
で
継
続
さ
れ

た
。

　
こ
の
間
、
県
が
行
財
政
構
造
改
革
と
し
て
進
め
て
い
た
公
的
試
験
研
究
機
関
の
統
廃

合
の
一
環
と
し
て
、
神
戸
市
中
央
区
に
あ
っ
た
県
立
生
活
科
学
研
究
所
と
神
戸
生
活
創

造
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
生
活
科
学
部
を
統
合
、
平
成
二
十
四
年
四
月
に
「
生
活
科
学
総
合

セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
、
食
品
偽
装
な
ど
消
費
者
の
苦
情
の
拡
大
を
踏
ま
え
た
消
費
生

活
相
談
と
そ
れ
に
基
づ
く
苦
情
原
因
へ
の
解
明
に
力
点
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成

二
十
一
年
度
に
は
、県
民
の
健
康
不
安
に
対
応
す
る
た
め
、「
生
活
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー
」

と
「
健
康
環
境
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
健
康
部
門
が
統
合
さ
れ
、
健
康
生
活
科
学
研

究
所
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
平
成
十
年
度
以
降
の
、
消
費
者
行
政
に
関
わ
る
決
算
額
の
推
移
を
み
る
と
、
平
成
十
九
年
度
ま
で
減
少
傾
向
に

あ
り
、
ま
た
平
成
二
十
年
度
以
降
も
、
県
の
一
般
財
源
の
額
は
減
少
し
て
い
る
。
消
費
者
行
政
が
国
の
政
策
に
沿
う
事
業
と
し

て
、
前
述
の
地
方
消
費
者
行
政
活
性
化
交
付
金
を
含
む
国
庫
支
出
金
や
特
定
財
源
が
充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
だ

ろ
う
。

　
平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
に
平
成
二
十
四
年
度
末
ま
で
の
「
兵
庫
県
消
費
者
行
政
活
性
化
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
計
画
で

は
、
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
に
全
市
町
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
た
。

　
尼
崎
市
に
始
ま
り
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
、
佐
用
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
も
っ
て
、
全
市
町
の
消
費
生
活

写真 134　生活科学総合センター
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セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
完
了
し
た
。

　
市
町
で
の
相
談
体
制
が
整
い
、
県
は
、
消
費
者
問
題
に
取
り
組
む
団
体
等
の

活
動
や
連
携
を
支
援
す
る
地
域
消
費
者
ネ
ッ
ト（
そ
の
後「
は
ば
タ
ン
消
費
者
ネ
ッ

ト
」
に
改
称
）
を
平
成
二
十
二
年
度
に
構
築
、
七
カ
所
の
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

に
事
業
の
企
画
な
ど
を
支
援
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置
し
た
。
消
費
者
ネ
ッ
ト

の
会
員
は
平
成
二
十
二
年
度
末
で
三
〇
六
団
体
、
二
十
三
年
度
は
三
九
三
団
体
、

二
十
四
年
度
は
四
三
八
団
体
、
二
十
五
年
度
は
四
五
五
団
体
、
二
十
六
年
度
は

四
五
四
団
体
、
と
増
加
し
て
き
た
一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
消
費
者
団
体
の
構
成

員
の
高
齢
化
が
進
み
、
若
い
世
代
の
参
加
が
少
な
い
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

消
費
者

教
育

平
成
十
九
年
頃
に
本
格
的
に
登
場
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
、
ゲ
ー
ム
や
買
い
物
、
音
楽
配
信
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
（Social N

etworking Service

）
な
ど
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
、
急
速
に
普

及
し
た
。
同
時
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
関
す
る
相
談
も
増
加
、
平
成
二
十
二
年

度
に
は
三
〇
件
で
あ
っ
た
も
の
が
、二
十
四
年
度
に
は
一
八
五
件
へ
と
な
っ
た
。「
契
約
前
の
説
明
と
実
際
の
請
求
金
額
が
違
う
」

と
い
っ
た
契
約
や
使
用
法
に
関
す
る
苦
情
が
目
立
っ
た
。

　
同
時
期
か
ら
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
苦
情
も
増
加
、平
成
二
十
四
年
度
か
ら
二
十
七
年
度
ま
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
サ
ー

ビ
ス
が
苦
情
件
数
の
一
位
を
占
め
、
そ
の
件
数
は
五
〇
〇
〇
件
を
上
回
る
。
平
成
二
十
八
年
度
以
降
は
、
区
分
が
異
な
る
が
、
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表 49　主な品目別苦情件数

平成24年 25 26 27 28 29 30
1 インターネット

情報サービス
インターネット
情報サービス

インターネット
情報サービス

インターネット
情報サービス

デジタルコン
テンツその他

デジタルコン
テンツその他

商品一般

5,987 6,215 7,761 7,367 4,524 3,653 7,270
2 フリーローン・

サラ金
健康食品 インターネット

接続回線
インターネット
接続回線

アダルト情報
サイト

商品一般 デジタルコン
テンツその他

1,370 2,313 1,679 2,171 2,586 2,697 3,135
3 借地・借家 工事・建築 借地・借家 借地・借家 商品一般 インターネット

接続回線
健康食品

1,336 1,379 1,385 1,435 2,108 1,555 1,539
4 健康食品 借地・借家 工事・建築 工事・建築 インターネット

接続回線
健康食品 賃貸アパート・

マンション
1,213 1,364 1,384 1,360 2,043 1,408 1,238

5 工事・建築 フリーローン・
サラ金

フリーローン・
サラ金

フリーローン・
サラ金

健康食品 移動通信
サービス

移動通信
サービス

1,161 1,086 1,131 1,018 1,436 1,173 1,197
6 預 貯 金・証

券等
預 貯 金・証
券等

携 帯 電 話
サービス

健康食品 移 動 通 信
サービス

賃貸アパート・
マンション

インターネット
接続回線

975 974 865 962 1,231 1,131 1,196
7 新聞 インターネット

接続回線
新聞 携 帯 電 話

サービス
賃貸アパート・
マンション

アダルト情報
サイト

修理サービス

731 816 797 918 1,076 1,010 1,036
8 インターネット

接続回線
新聞 健康食品 新聞 フリーローン・

サラ金
修理サービス 化粧品

727 727 769 657 875 899 957
9 携 帯 電 話

サービス
携 帯 電 話
サービス

役務その他
サービス（個
人情報の削
除など）

修理サービス 修理サービス フリーローン・
サラ金

フリーローン・
サラ金

712 725 690 657 786 788 821
10 自動車 自動車 預 貯 金・証

券等
自動車 放送サービス 放送サービス アダルト情報

サイト
669 707 686 642 706 786 798

注： 「商品一般」請求内容が特定されていない架空請求など、商品やサービスが何なのか特定できないもの。
　　 「デジタルコンテンツその他」インターネット情報サービス関連品目のうち、「アダルト情報サイト」、

「オンラインゲーム」、「出会い系サイト」を除いたもの。有料サイト利用料の架空請求など。
　　 「他の役務サービス」役務契約のうち、金融・保険サービス、運輸・通信サービス、教育サービス、

教養・娯楽サービス、保険・福祉サービスを除いたもの。
（『兵庫県内の消費生活相談状況』より作成）

（件）
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一
位
は
「
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
そ
の
他
」
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
メ
ー
ル
等
に
よ
る
架
空
請
求
が
半
数
を
占
め
る
。
こ
う
し
た

背
景
も
あ
っ
て
、
ま
ず
は
消
費
者
と
し
て
未
熟
で
も
あ
る
若
者
を
含
め
た
、
消
費
者
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　
県
で
は
、
平
成
二
十
二
年
か
ら
、
次
世
代
の
消
費
者
教
育
・
学
習
・
啓
発
の
一
環
と
し
て
、
五
月
に
大
学
生
協
神
戸
事
業
連

合
（
平
成
二
十
三
年
九
月
に
大
学
生
協
大
阪
事
業
連
合
と
合
併
し
大
学
生
協
阪
神
事
業
連
合
を
設
立
）
と
「
次
世
代
の
消
費
者
教
育
・
学

習
に
関
す
る
協
定
書
」
を
結
び
、
く
ら
し
の
ヤ
ン
グ
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
養
成
を
開
始
し
た
。
消
費
者
問
題
に
関
心
の
あ
る
大
学

生
を
募
集
し
研
修
、
く
ら
し
の
ヤ
ン
グ
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
大
学
生
グ
ル
ー
プ
の
啓
発
事
業
を
行
う
内
容
で
あ
る
。

　
ま
た
高
校
生
を
対
象
と
す
る
消
費
者
教
育
の
た
め
の
教
材
と
教
員
用
指
導
書
を
作
成
・
配
布
し
、
平
成
二
十
五
年
度
以
降
は

小
中
学
生
に
向
け
拡
大
し
た
。
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
と
平
成
二
十
三
年
の
八
月
に
協
定
を
結
び
、
平
成
二
十
四
年
か

ら
始
ま
る
ひ
ょ
う
ご
暮
ら
し
親
子
塾
で
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
が
楽
し
く
学
ぶ
講
座
を
開
設
し
た
。

消
費
者
市
民

社
会
の
形
成

平
成
二
十
四
年
十
二
月
、
消
費
者
市
民
社
会
の
形
成
に
参
画
す
る
消
費
者
の
育
成
を
条
文
に
記
し
た
「
消
費

者
教
育
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
国
や
自
治
体
に
対
し
、
消
費
者
教
育
の
推
進
施
策
に
関
す

る
計
画
の
策
定
を
努
力
義
務
と
し
、
消
費
者
教
育
の
担
い
手
を
自
治
体
と
し
た
。

　
県
で
は
平
成
二
十
六
年
十
一
月
に
、
県
民
生
活
審
議
会
消
費
生
活
部
会
委
員
を
構
成
員
と
す
る
「
消
費
者
教
育
推
進
地
域
協

議
会
」
を
設
置
、
翌
年
三
月
に
は
、
自
ら
考
え
自
ら
行
動
す
る
〝
か
し
こ
い
消
費
者
〟
の
育
成
を
目
標
と
す
る
、「
兵
庫
県
消

費
者
教
育
推
進
計
画
「
ひ
ょ
う
ご
〝
消
費
者
力
〟
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
」」
を
策
定
し
た
。
そ
し
て
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
等
に
応
じ

た
総
合
的・体
系
的
な
消
費
者
教
育
の
推
進
、
多
様
な
関
係
機
関・団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
消
費
者
が
主
体
と
な
っ

た
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
基
本
方
針
と
す
る
消
費
者
教
育
の
推
進
方
策
が
示
さ
れ
た
。
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政
府
の
消
費
者
教
育
推
進
会
議
に
よ
る
平
成
二
十
八
年
四
月
の
「
学
校
に
お
け
る
消
費
者
教
育
の
充
実
に
向
け
て
」
と
の
提

言
で
は
消
費
者
教
育
に
つ
い
て
、
消
費
生
活
の
行
動
を
通
し
、
公
正
で
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
に
積
極
的
に
参
画
す
る
こ
と

の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
、
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
前
年
に
国
際
連
合
は
一
七
に
及
ぶ
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

を
定
め
て
お
り
、
目
標
一
二
「
つ
く
る
責
任
、
つ
か
う
責
任
」
で
持
続
可
能
な
消
費
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
世
界
的
な

動
き
も
政
府
を
突
き
動
か
し
た
。

　
県
で
は
、平
成
三
十
年
に
定
め
た
、次
期
の
「
兵
庫
県
消
費
者
教
育
推
進
計
画
「
ひ
ょ
う
ご
〝
消
費
者
力
〟
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
」

（
平
成
三
十
～
三
十
二
年
度
）」
の
中
で
、「
深
刻
化
す
る
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
や
社
会
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
消
費
行
動

を
通
じ
て
持
続
可
能
な
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
消
費
者
市
民
社
会
の
形
成
を
う
た
う
。
身
を

守
る
賢
い
消
費
者
か
ら
、
地
球
環
境
を
も
守
る
倫
理
を
兼
ね
備
え
る
消
費
者
市
民
と
し
て
の
、
新
た
な
姿
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

四　

地
域
の
安
全
の
た
め
に

　
平
成
十
年
頃
か
ら
全
国
的
に
刑
法
犯
の
認
知
件
数
が
急
増
し
、
十
四
年
に
は
戦
後
最
多
の
約
二
八
五
万
三
〇
〇
〇
件
に
達
し

た
。
路
上
強
盗
や
ひ
っ
た
く
り
、
自
動
販
売
機
ね
ら
い
と
い
っ
た
街
頭
犯
罪
の
増
加
が
要
因
で
あ
っ
た
。
兵
庫
県
も
、
平
成
十

四
年
に
刑
法
犯
認
知
件
数
が
約
一
六
万
四
〇
〇
〇
件
と
最
多
を
記
録
し
、
そ
の
三
分
の
二
が
街
頭
犯
罪
で
あ
っ
た
。
内
閣
府
の

治
安
に
関
す
る
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、「
あ
な
た
は
、
現
在
の
日
本
が
、
治
安
が
よ
く
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
国
だ
と

思
い
ま
す
か
」
と
の
問
い
に
対
し
「
そ
う
思
わ
な
い
」「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
の
割
合
は
平
成
十
八
年
で
五
二
・
六
％
と

過
半
数
を
超
え
て
お
り
、
ま
ち
な
か
で
の
犯
罪
増
加
に
体
感
治
安
の
悪
化
を
感
じ
る
住
民
が
増
加
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況

第六章　県民主役の地域づくりと多文化共生社会

371



地
域
安
全
ま
ち
づ
く
り
条

例
の
制
定
と
施
策
展
開

従
前
よ
り
県
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
防
犯
活
動
を
安
全
・
安
心
の
基
盤
と
し
て
き
た
県
で
は
、

兵
庫
県
防
犯
ま
ち
づ
く
り
有
識
者
懇
話
会
（
座
長
：
山や

ま

下し
た

淳あ
つ
し

同
志
社
大
学
教
授
）
に
よ
る
「
安
心
・

安
全
条
例
（
仮
称
）」
の
制
定
の
提
言
（
平
成
十
七
年
三
月
）
を
踏
ま
え
、「
地
域
安
全
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
平
成
十
八
年
四
月

に
施
行
し
た
。
条
例
は
、
基
本
理
念
と
し
て
「
県
民
一
人
ひ
と
り
、
地
縁
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
そ
の
他
の
団
体
及
び
事

業
者
が
、
地
域
社
会
に
お
い
て
相
互
に
連
携
し
、
犯
罪
の
防
止
そ
の
他
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
の
活
動
に
取

り
組
む
」
こ
と
を
う
た
い
、
そ
の
た
め
の
県
の
責
務
の
ほ
か
、
県
民
や
地
縁
団
体
等
、
事
業
者
の
役
割
を
定
め
て
い
る
。

　
制
定
に
先
立
つ
平
成
十
八
年
一
月
、各
市
町
長
と
の
意
見
交
換
の
場
で
、井い

戸ど

敏と
し
三ぞ

う
知
事
は
「
地
域
安
全
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

に
つ
い
て
、「
防
犯
だ
け
に
特
化
せ
ず
、
地
域
全
体
で
ま
ち
の
構
造
か
ら
考
え
る
も
の
に
し
た
い
」
と
述
べ
た
と
い
う
。
ま
ち

づ
く
り
を
通
し
て
防
犯
を
実
現
す
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
い
た
。

　
平
成
十
九
年
五
月
に
条
例
に
基
づ
く
「
地
域
安
全
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
（
第
一
期
）」
が
策
定
さ
れ
た
。「
地
域
安
全
ま
ち

づ
く
り
活
動
の
支
援
」「
子
ど
も
・
高
齢
者
等
の
安
全
確
保
の
支
援
」「
防
犯
に
配
慮
し
た
施
設
の
管
理
・
整
備
の
支
援
」
の
三

つ
の
柱
を
掲
げ
、
体
系
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
平
成
二
十
一
年
ま
で
に
刑
法
犯
認
知
件
数
を
二
〇
％
減
少
さ
せ
る
こ
と
を

に
対
し
全
国
で
約
二
万
人
の
警
察
官

の
増
員
な
ど
、
取
り
締
ま
り
強
化
と

と
も
に
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自

治
会
な
ど
の
自
主
的
な
防
犯
活
動
と

協
力
推
進
が
求
め
ら
れ
た
。

表 50　�兵庫県内における
刑法犯認知件数の
推移

年 認知件数
平成9年 68,685

10 75,166
11 78,857
12 94,150
13 129,197
14 164,445
15 153,080
16 135,119
17 121,539
18 113,320
19 107,378
20 97,527
21 90,670
22 80,860
23 76,532
24 75,642
25 70,532
26 64,911
27 59,374
28 53,183
29 50,821
30 44,233

（『犯罪統計書（兵庫県警察
本部）』より作成）
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数
値
目
標
と
し
た
。
短
期
間
で
変
動
す
る
犯
罪
状
況
等
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
計
画
期
間
は
比
較
的
短
い
三
年
と
し
た
。

　
施
策
と
し
て
は
、
県
が
進
め
て
き
た
住
民
に
よ
る
自
主
防
犯
活
動
の
担
い
手
で
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
防
犯
グ
ル
ー
プ
」
の
結

成
の
促
進
を
目
指
し
た
。
平
成
十
七
年
度
末
で
一
四
六
七
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
前
年
の
四
八
二
グ
ル
ー
プ
か
ら
大
幅
に
増
加
し

て
い
た
が
、
こ
れ
を
さ
ら
に
増
や
す
た
め
、
立
ち
上
げ
費
用
の
助
成
、
活
動
継
続
の
た
め
の
情
報
提
供
な
ど
を
実
施
し
た
。
平

成
十
九
年
度
末
に
は
二
三
五
五
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
県
内
八
六
九
六
自
治
会
、
全
体
の
八
四
％
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
計
画
に
沿
っ
て
、
そ
れ
ら
グ
ル
ー
プ
間
の
交
流
と
連
携
づ
く
り
も
進
め
、
地
域
安
全
の
草
の
根
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
新
規
に
「
地
域
安
全
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
」
を
配
置
す
る
事
業
を
開
始
し
た
。
以
前
よ
り
活
動
し
て
い
た
地
域
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
、
地
域
安
全
活
動
を
主
導
し
行
政
と
の
調
整
役
と
な
る
三
年
任
期
の

地
域
安
全
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
に
委
嘱
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
数
は
、
平
成
二
十
年
三
月

末
で
六
八
一
人
、
二
十
五
年
三
月
末
に
は
二
〇
三
八
人
と
拡
大
、
以
後
、
毎
年
約
二
〇
〇
〇

人
の
推
進
員
が
活
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
県
警
察
本
部
で
は
、
公
民
館
な
ど
防
犯
団
体
の

拠
点
を
「
地
域
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
認
定
・
整
備
す
る
地
域
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業
の
モ
デ
ル
事
業
を
、
警
察
庁
の
指
定
を
受
け
て
平
成
十
七
年
度
か
ら
三
木
市
立
広
野
小

学
校
校
区
な
ど
六
カ
所
で
実
施
し
た
。
ま
た
、青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
車（
青
パ
ト
）

は
十
八
年
に
は
四
三
台
で
あ
っ
た
も
の
が
二
十
五
年
に
は
一
〇
〇
〇
台
を
超
え
、
多
く
の
地

域
で
、
住
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
パ
ト
ロ
ー
ル
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

写真 135　青色防犯パトロール車（小野市提供）
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防
犯
の
た
め

の
諸
施
策

「
地
域
安
全
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
で
は
犯
罪
抑
止
に
関
わ
る
指
針
を
県
が
作
成
す
る
と
定
め
て
お
り
、
平
成
十

九
年
三
月
に
、「
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
活
動
及
び
措
置
に
関
す
る
指
針
」「
犯
罪
の
防
止
に
配

慮
し
た
住
宅
及
び
住
宅
地
の
構
造
、
設
備
等
に
関
す
る
指
針
」「
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
深
夜
営
業
店
舗
に
係
る
措
置
に
関

す
る
指
針
」「
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
道
路
等
の
構
造
、
設
備
等
に
関
す
る
指
針
」
が
公
示
さ
れ
た
。
街
路
や
窓
か
ら
の
見

通
し
の
確
保
や
照
明
機
器
の
設
置
に
よ
り
犯
罪
抑
制
を
図
る
な
ど
、
防
犯
環
境
設
計
の
指
針
の
み
な
ら
ず
、
住
民
相
互
の
交
流

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
促
進
と
い
っ
た
、
ソ
フ
ト
分
野
も
定
め
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
四
つ
の
指
針
の
い
ず
れ
も
犯
罪
抑
止
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
適
正
な
運
用
が
役
立
つ
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
県

は
、
ま
ち
な
か
で
の
住
民
等
に
よ
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
想
定
し
、
具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
カ
メ
ラ
の
設
置
表
示
や
撮
影

し
た
映
像
の
適
正
な
管
理
と
提
供
の
制
限
な
ど
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
原
則
に
沿
っ
た
運
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
平
成
二
十

一
年
三
月
に
公
表
し
た
。

　
一
方
、
神
戸
市
三
宮
地
区
な
ど
の
繁
華
街
で
は
、
こ
の
頃
、
執
拗
な
客
引
き
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。「
公
衆
に
著
し
く
迷

惑
を
か
け
る
暴
力
的
不
良
行
為
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」（
以
下
、
迷
惑
防
止
条
例
）
を
改
正
、
客
引
き
や
風
俗
店
の
従
業
員

と
な
る
よ
う
勧
誘
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
違
反
に
対
し
て
の
罰
則
を
強
化
し
た
。
さ
ら
に
三
宮
、
福
原
な
ど
県
内
九
地
区
を
指

定
し
、
い
わ
ゆ
る
客
待
ち
行
為
も
禁
止
す
る
な
ど
規
制
を
強
化
し
た
（
平
成
十
八
年
四
月
施
行
）。
記
事
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の

繁
華
街
で
は
施
行
を
機
に
客
引
き
な
ど
は
途
絶
え
た
と
さ
れ
る
が
、
店
側
の
行
為
も
巧
妙
化
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
規
制
を
逃

れ
る
形
態
の
飲
食
店
の
出
店
も
相
次
ぎ
、
再
び
そ
の
客
引
き
が
問
題
と
な
っ
た
。
県
は
、
平
成
二
十
七
年
、
都
道
府
県
と
し
て

は
初
と
な
る
「
客
引
き
行
為
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
、
地
区
を
特
定
し
全
て
の
店
舗
の
客
引
き
を
禁
止
で
き
る
こ
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と
と
し
た
。

刑
法
犯
認
知
件
数
の
推
移
と
地

域
安
全
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画

刑
法
犯
認
知
件
数
は
計
画
の
終
了
す
る
平
成
二
十
一
年
ま
で
の
三
年
間
で
目
標
と
し
た
二

〇
％
の
減
少
を
実
現
し
た
。
ま
た
犯
罪
の
特
徴
と
し
て
、
未
成
年
の
薬
物
乱
用
の
拡
大
や
女

性
や
子
ど
も
が
犯
罪
の
被
害
者
と
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
事
情
を
検
討
し
、
県
の
地
域
安
全
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
に
、
今
後
三
年
間
で
県
内
の
刑

法
犯
認
知
件
数
を
一
万
件
減
ら
す
目
標
を
掲
げ
る
次
期
計
画
案
を
答
申
し
、
県
は
五
月
に
「
第
二
期
地
域
安
全
ま
ち
づ
く
り
推

進
計
画
」
と
し
て
決
定
し
た
。
基
本
的
な
方
向
性
は
継
承
さ
れ
、
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、
団
塊
世
代
等
の
地
域
づ
く
り
活
動

へ
の
参
加
支
援
、
青
少
年
団
体
等
と
連
携
し
た
子
ど
も
や
女
性
を
守
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
推
進
や
薬
物
乱
用
防
止
、
犯
罪
被

害
者
等
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
が
新
た
に
挙
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
促
進
も
盛
り
込
ま
れ
、
平

成
二
十
二
年
度
か
ら
は
地
域
見
守
り
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費
に
対
す
る
補
助
（
一
カ
所
あ
た
り
一
八
万
円
）
を
開
始
し
た
。
初
年

度
は
六
二
団
体
の
応
募
が
あ
っ
た
が
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
希
望
す
る
地
域
は
多
く
、
県
で
は
事
業
予
算
を
拡
大
、
助
成
件

数
を
平
成
二
十
五
年
は
二
五
〇
カ
所
（
以
降
、
助
成
額
は
一
カ
所
当
た

り
八
万
円
）、
二
十
七
年
は
四
〇
〇
カ
所
、
二
十
八
年
は
五
〇
〇
カ
所

へ
と
増
や
し
た
。

　
平
成
二
十
四
年
の
刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
お
よ
そ
七
・
五
万
件
で
、

二
十
二
年
か
ら
一
・
五
万
件
減
少
し
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
、
も
う
一
つ
の
成
果
指
標
で
あ
る
「
安
全
・
安
心
な
ま

写真 136　�整備された防犯カメ
ラ（ひょうご地域安
全まちづくり推進
協議会提供）
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ち
づ
く
り
活
動
や
地
域
環
境
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
と
認
識
し
て
い
る
県
民
の
割
合
」
は
平
成
二
十
一
年
度
が
七
〇
・
〇
％
、

二
十
四
年
度
が
七
〇
・
四
％
と
横
ば
い
で
、
目
標
で
あ
っ
た
比
率
の
二
割
増
は
未
達
で
あ
っ
た
。

　
平
成
二
十
五
年
に
策
定
さ
れ
た
「
第
三
期
地
域
安
全
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」
で
は
、
新
し
い
課
題
と
し
て
、
い
じ
め
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
犯
罪
、
違
法
ド
ラ
ッ
グ
、
二
十
四
年
に
明
ら
か
に
な
っ
た
尼
崎
市
で
の
連
続
殺
人
事
件
の
よ
う
な
長
年
異

変
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
犯
罪
事
案
が
挙
げ
ら
れ
た
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
す
る
中
で
は
、
い
ず
れ
も

表
面
化
し
に
く
い
課
題
で
あ
る
。
こ
の
対
応
の
た
め
新
た
に
「
ひ
ょ
う
ご
地
域
安
全
Ｓ
Ｏ
Ｓ
キ
ャ
ッ
チ
電
話
相
談
」
を
平
成
二

十
五
年
七
月
に
開
設
、
地
域
安
全
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
や
自
治
会
な
ど
が
活
動
で
察
知
し
た
異
変
を
相
談
・
通
報
す
る
窓
口
と

し
た
。
初
年
度
の
相
談
件
数
は
三
九
七
件
、
そ
の
後
一
時
減
少
す
る
も
の
の
三
十
年
度
で
は
二
一
〇
件
で
あ
る
。

　
な
お
成
果
指
標
は
二
十
七
年
度
ま
で
に
刑
法
犯
の
認
知
件
数
が
六
万
件
を
下
回
る
こ
と
、
ま
た
体
感
治
安
の
指
標
と
し
て
、

「
住
ん
で
い
る
地
域
は
治
安
が
良
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
と
思
う
」
人
の
割
合
を
、

県
民
意
識
調
査
開
始
時
の
平
成
二
十
五
年
の
八
二
・
四
％
か
ら
五
％
向
上
さ
せ
る
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
平
成
二
十
八
年
四
月
に
は
「
第
四
期
地
域
安
全
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」
が
公
表
さ

れ
た
。
第
三
期
の
成
果
指
標
の
達
成
状
況
は
、
刑
法
犯
認
知
件
数
は
三
年
間
で
一
・
六

万
件
余
り
減
少
し
目
標
を
達
成
し
た
一
方
、
体
感
治
安
の
指
標
は
、
平
成
二
十
七
年
度

で
七
八
・
二
％
へ
と
む
し
ろ
悪
化
し
た
。
街
頭
犯
罪
の
件
数
は
減
少
し
た
半
面
、
特
殊

詐
欺
な
ど
新
た
な
犯
罪
の
急
増
や
、
犯
罪
に
相
対
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
高
齢
者
・
女
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性
・
学
童
が
被
害
者
と
な
る
事
案
が
目
立
っ
た
こ
と
も
体
感
治
安
の
改
善
が
進
ま
な
い
要
因
と
さ
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
計
画
で
は
元
気
な
高
齢
者
や
女
性
に
よ
る
地
域
安
全
活
動
の
推
進
、
活
動
に
取
り
組
む
大
学
と
の
協
定
締
結
な
ど
、

当
事
者
の
活
動
を
支
援
す
る
新
た
な
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

個
人
を
犯
罪

か
ら
守
る

地
域
安
全
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
は
、
住
民
主
体
の
活
動
を
通
し
地
域
の
安
全
を
築
く
こ
と
が
理
念
で
あ
る

が
、
一
方
で
、
犯
罪
に
対
し
弱
い
立
場
に
あ
る
個
人
を
守
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。

個
人
に
と
っ
て
ス
ト
ー
カ
ー
は
、
不
安
や
恐
怖
の
対
象
で
あ
る
。
平
成
十
二
年
の
「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る

法
律
」
の
制
定
後
は
警
察
へ
も
多
数
の
相
談
が
持
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
兵
庫
県
警
の
場
合
、
十
七
年
度
の
相
談
受
理
件
数
は
六

二
〇
件
、
二
十
二
年
に
は
九
一
二
件
、
二
十
七
年
に
は
九
五
六
件
へ
と
増
加
、
そ
の
九
割
近
く
が
女
性
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

規
制
法
に
よ
る
検
挙
も
増
加
し
て
お
り
、警
察
も
捜
査
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
平
成
二
十
八
年
三
月
、県
は
「
迷

惑
防
止
条
例
」
を
改
正
し
、
規
制
法
で
要
件
と
す
る
恋
愛
感
情
の
存
在
を
問
わ
ず
つ
き
ま
と
い
等
の
嫌
が
ら
せ
行
為
を
禁
止
す

る
こ
と
や
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
の
嫌
が
ら
せ
も
取
り
締
ま
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
十
二
月
の
規
制
法
の
改
正
に
先
駆
け
七
月
一
日
か
ら
施
行
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
づ
く
り
を
担
う
自
治
体
と
取
り
締
ま
る
県
警
と
の
協
力
は
不
可
欠
で
あ
る
。
県
警
で
は
、
平
成
十
八
年

か
ら
年
に
一
度
、
官
民
で
地
域
の
安
全
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
犯
罪
の
起
き
に
く
い
兵
庫
づ
く
り
防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」

を
開
催
し
て
き
た
が
、
二
十
四
年
か
ら
は
市
町
の
担
当
者
も
参
加
、
二
十
八
年
か
ら
は
連
携
強
化
の
た
め
県
の
部
局
と
の
合
同

開
催
に
漕
ぎ
つ
け
た
。
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ス
ト
ッ
プ
・

ザ
・
交
通
事
故

県
民
の
安
全
を
脅
か
す
交
通
事
故
、
特
に
人
身
事
故
は
、
昭
和
五
十
六
年
以
降
ほ
ぼ
一
貫
し
て
増
加
傾
向
に

あ
っ
た
。
要
因
は
、
自
動
車
保
有
台
数
の
増
加
、
そ
し
て
運
転
免
許
保
有
者
数
の
拡
大
が
あ
る
。
平
成
十
六

年
は
第
一
次
交
通
戦
争
の
時
代
の
件
数
を
上
回
り
、
統
計
を
保
有
し
て
い
る
昭
和
二
十
二
年
以
降
で
最
悪
の
四
万
三
五
二
六
件

を
記
録
し
た
。
だ
が
そ
の
後
、
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
一
方
で
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
な
ど
交
通
規
則
の
徹
底
や
自
動
車
の
性
能
向
上
な
ど
、
複

数
の
要
因
に
よ
り
、
死
亡
に
至
ら
ず
に
済
む
ケ
ー
ス
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
平
成
十
九
年
に
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
」
県
民
運
動
を
行
い
、
夕

暮
れ
ど
き
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
運
動
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
着
用
県
民
運
動
、
ま
た
高
齢
者
の
死
亡
事
故
の
多
い
市
町
を
高
齢
者

交
通
事
故
防
止
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
し
た
上
で
、
集
中
的
な
啓
発
活
動
（
平

成
十
六
年
度
～
）
を
展
開
し
た
。
平
成
十
七
年
度
に
は
、
地
域
特
性
に
応
じ

た
運
動
の
展
開
の
た
め
、
県
民
局
ご
と
に
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
」

県
民
運
動
地
域
推
進
協
議
会
を
設
置
し
た
。

　
平
成
十
八
年
六
月
、県
は
国
の
「
交
通
安
全
基
本
計
画
」
を
踏
ま
え
、「
第

八
次
兵
庫
県
交
通
安
全
計
画
」
を
策
定
し
た
。
道
路
交
通
に
つ
い
て
初
め
て
、

今
後
の
道
路
交
通
安
全
対
策
を
考
え
る
視
点
、
─
①
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対

応
、
②
歩
行
者
の
安
全
確
保
、
③
県
民
自
ら
の
意
識
改
革
、
④
Ｉ
Ｔ
の
活
用
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─
が
提
起
さ
れ
た
。

　
ま
た
計
画
は
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
を
中
心
に
、
自
転
車
に
つ
い
て
多
く
の
紙
面
を
割
い
て
い
る
。
利
用
者
の
交
通

ル
ー
ル
の
知
識
の
ば
ら
つ
き
や
認
識
の
欠
如
も
指
摘
さ
れ
、
安
全
教
育
が
求
め
ら
れ
る
。
県
で
は
、
特
に
自
転
車
事
故
の
多
い

三
市
町
を
「
自
転
車
運
転
免
許
証
等
制
度
モ
デ
ル
地
区
」
に
指
定
し
、
講
習
会
な
ど
を
実
施
す
る
事
業
を
展
開
し
た
。

飲
酒
・
酒
気
帯
び

運
転
の
厳
罰
化

相
次
ぎ
発
生
し
た
酒
酔
い
運
転
で
の
事
故
に
よ
る
国
民
世
論
の
高
ま
り
も
あ
り
、
飲
酒
、
酒
気
帯
び
運
転

へ
厳
し
い
視
線
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
十
三
年
の
刑
法
改
正
で
危
険
運
転
致
死
傷
罪
を
新

設
、
ま
た
十
四
年
に
は
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
厳
罰
化
な
ど
が
図
ら
れ
た
。
以
降
、
全
国
で
の
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事

故
件
数
は
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
効
果
は
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
十
八
年
八
月
二
十
五
日
、
福
岡
県
の
三
人
の
幼
児
が

死
亡
す
る
事
故
を
き
っ
か
け
に
再
び
世
論
が
盛
り
上
が
っ
た
。
九
月
十
五
日
に
は
内
閣
府
に
設
置
さ
れ
た
中
央
交
通
安
全
対
策

会
議
交
通
対
策
本
部
が
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け
た
取
組
の
強
化
や
飲
酒
運
転
に
対
す
る
指
導
取
締
り
の
徹
底
等
を
内
容
と

す
る
「
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
つ
い
て
」
と
の
方
針
を
示
し
た
。

　
一
方
、
九
月
に
姫
路
市
内
で
市
職
員
が
酒
気
帯
び
致
死
事
故
で
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
公
務
員
の
引
き
起
こ
し
た
事
故

に
、
県
内
外
で
の
国
民
の
声
は
厳
し
く
、
全
国
的
に
自
治
体
は
相
次
ぎ
酒
気
帯
び
運
転
に
つ
い
て
の
厳
罰
化
を
表
明
し
た
。
県

と
県
教
育
委
員
会
も
、
九
月
十
二
日
に
飲
酒
運
転
で
の
事
故
で
の
処
分
基
準
を
作
り
、
全
職
員
に
通
知
し
た
。
井
戸
知
事
は
一

律
の
厳
罰
化
に
は
否
定
的
で
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る
考
え
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
内
容
で
あ
る
。
た
だ
西
宮
市
や

伊
丹
市
、明
石
市
な
ど
は
酒
気
帯
び
の
み
で
も
懲
戒
免
職
に
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
な
ど
、県
内
の
市
町
の
反
応
は
様
々
で
あ
っ

た
。
後
に
裁
判
等
で
、
重
過
ぎ
る
懲
戒
に
つ
い
て
自
治
体
側
の
敗
訴
も
あ
り
見
直
し
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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平
成
十
九
年
に
道
路
交
通
法
を
改
正
、
飲
酒
運
転
へ
の
さ
ら
な
る
厳
罰
化
や
同
乗
者
な
ど
関
与
者
へ
も
処
罰
対
象
を
広
げ
、

ま
た
刑
法
改
正
に
よ
り
新
た
に
自
動
車
運
転
過
失
致
死
傷
罪
が
新
設
さ
れ
た
。

　
平
成
二
十
三
年
六
月
に
は
「
第
九
次
兵
庫
県
交
通
安
全
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
平
成
二
十
二
年
の
交
通
事
故
死
者
数
は
一

九
二
人
で
あ
り
、
第
八
次
の
計
画
で
掲
げ
た
二
一
五
人
以
下
を
達
成
、
ま
た
死
傷
者
数
は
、
四
万
四
五
三
一
人
と
こ
れ
も
目
標

と
し
た
五
万
人
以
下
と
な
っ
た
。
課
題
と
し
て
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
死
者
数
が
全
死
者
数
の
約
五
割
を
占
め
る
こ
と
や

歩
行
中
、
自
転
車
乗
用
中
の
死
者
数
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
対
策
で
は
、
高
齢
者
及
び
子
ど
も
の
安
全
確
保
、
歩

行
者
及
び
自
転
車
の
安
全
確
保
、
生
活
道
路
及
び
幹
線
道
路
に
お
け
る
安
全
確
保
、
踏
切
の
状
況
等
を
勘
案
し
た
効
果
的
対
策

の
推
進
の
四
点
が
視
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

自
転
車
の
安
全
で
適
正
な

利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例

平
成
二
十
三
年
度
の
、「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
」
県
民
運
動
で
は
「
高
齢
者
・
子
ど
も　

し
っ
か
り
見
つ
め
て
交
通
安
全
運
動
」「
自
転
車
安
全
利
用
推
進
運
動
」「
夕
暮
れ
時
の
早
め
の

ラ
イ
ト
点
灯
運
動
」「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用

運
動
」「
飲
酒
運
転
根
絶
運
動
」「
交
差
点 

は
っ
き
り
・
し
っ
か
り

安
全
確
認
運
動
」「
違
法・迷
惑
駐
車
の
追
放
運
動
」
が
展
開
さ
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
度
に
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
死
者
数
の
多
い
市
町

を
新
た
に
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
対
策
推
進
地
域
に
指
定
、
二
十
五

年
度
か
ら
は
自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
の
多
発
す
る
市
町
を
自
転
車

交
通
安
全
対
策
重
点
推
進
地
域
に
指
定
し
た
。

写真 137　�飲酒運転根絶啓発キャン
ペーン
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県
で
は
、
平
成
二
十
六
年
五
月
に
、
行
政
関
係
者
や
自
転
車
販
売
業
者
な
ど
で
構
成

す
る
「
自
転
車
の
安
全
な
利
用
等
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
と
「
自
転
車
保
険
専
門
部

会
」
を
設
置
し
た
。
県
内
で
は
小
学
生
が
自
転
車
で
歩
行
者
と
衝
突
し
た
事
故
で
、
保

護
者
に
多
額
の
損
害
賠
償
を
命
じ
る
判
決
が
あ
っ
た
。
平
成
二
十
七
年
三
月
、「
自
転

車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
四
月
よ
り
施
行
さ

れ
た
。
罰
則
は
設
け
て
い
な
い
も
の
の
、
自
転
車
利
用
者
等
に
対
す
る
自
転
車
損
害
賠

償
保
険
等
へ
の
加
入
義
務
、
ま
た
自
転
車
小
売
業
者
等
へ
は
保
険
等
へ
の
加
入
確
認
義

務
を
課
す
条
例
は
全
国
で
初
め
て
で
あ
り
、
後
に
多
く
の
自
治
体
が
、
類
似
す
る
条
例

を
制
定
す
る
。

第
二
節
　
新
時
代
に
向
け
た
ひ
ょ
う
ご
の
芸
術
文
化

　
震
災
か
ら
お
よ
そ
一
〇
年
が
た
ち
、
復
興
も
進
む
中
、
県
で
は
、
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
に
策
定
さ
れ
た
芸
術
文
化
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
を
二
十
七
年
に
改
定
し
、「
芸
術
文
化
立
県
ひ
ょ
う
ご
」
を
目
指
し
た
。
実
際
、
県
で
は
平
成
十
七
年
に
オ
ー
プ

ン
し
た
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の
活
動
が
本
格
化
、
佐さ

渡ど

裕ゆ
た
か

芸
術
監
督
の
下
、
管
弦
楽
団
や
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
が
目
を
見
張
る
演
奏
会
を
次
々
と
開
き
、
短
期
間
に
長
足
の
進
化
を
見
せ
て
い
る
。

写真 138　�「自転車の安全で適正な利用の促進に関す
る条例」制定を報じる新聞（朝日新聞 平
成 27（2015）年 3 月 19 日）

第六章　県民主役の地域づくりと多文化共生社会
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